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　キッチンで鉄製の中華鍋を軽々と持ち上げている藤堂とうどう秀司しゅうじは、料理の出来に満足をして、時計を確認した。

「そろそろか」

　この部屋の主であり、雇い主でもある同居人が帰宅する頃だと思っていると、玄関から物音が聞こえた。

　精悍な顔つきと、引きしまった体つき。大柄というわけではないが、存在感のある体躯とすっきりとしたショートカットの秀司は、この家の家政夫として雇われている。数日前までは外資系企業の倉庫係というか、発注に合わせて品物を探し出し、出荷の準備をするピッキング作業と呼ばれる業務をおこなっていた。それも社員ではなく、アルバイトとして。

　決して不出来なわけではないが、当人がどこか呑気な気質であり、希望する職種もなかったので、アルバイトとして自分の時間を持ちながら、見聞を広めるために海外旅行などをしていようと考えて、その道を選択していた。

　しかし、世の中は効率化、機械化が急速に進んでいき、ピッキング作業も機械が担うこととなってしまった。そこで倉庫勤務のアルバイトは全員が解雇と決まり、説明にやってきた人事部の社員が幼馴染みの犬養いぬかい信悟しんごだった。

　すごい偶然だなと驚く秀司を、信悟は冷静な瞳で見つめた。秀司の存在など気づかぬ風に淡々と説明をする信悟は、秀司のことなど忘れているかに感じられた。

（まあ、長いこと、会っていなかったしな）

　そう思って信悟を見つめる秀司だったが、信悟は秀司を忘れていたわけではなかった。事前に人員リストをチェックして、秀司がここにいることを知っていたので、彼の姿を見ても驚かなかったのだ。

　なよやかな印象を与える細身で、平均よりやや背の低い信悟は他者になめられることが少なくない。年よりも幼く見られることが多いので、前髪を頬骨にかかるくらいまで伸ばし、それを後ろに撫でつけて、髪型で凛々しさを演出するという努力もしている。

　堂々とした所作を心掛け、怜悧なまなざしで接するために、事前に入念な準備をするクセを身に着けていたのだが、今回は自分の周到さに複雑な気持ちを持った。

（秀司が、解雇される）

　書類を見た信悟の胸は、軽く痛んでざわめいた。

（僕が秀司をクビにしなければならないなんて）

　子どもの頃から体が小さく、女の子に間違われやすかった信悟を、容姿ではなく人格を見て接してくれた秀司がいなければ、ひどいイジメを受けていたかもしれなかったと、苦く過去を思い出す。

　彼に憎まれる役をしなければならないのかと細い眉を寄せた信悟だったが、いざ告知の場に出れば、秀司は信悟たち社員に文句を言うでもなく、あっけらかんと解雇の通達を受け入れた。それだけでなく怒りを表す同僚たちを、さらりと説得してみせたのだ。

　変わらないなと、湧き上がる親しみを噛みしめる信悟に、秀司はさりげなく意味ありげで快活な流し目を向けた。もの言いたげな視線に、何か用事があるのではと感じた信悟は、彼と会話をするためにアルバイトの面々に、今後の身の振り方の相談も受けると言って、急遽面談をすることに決めた。

（きっと秀司は、僕のことなんて忘れてる。あの視線は、アルバイト代表として社員に何か言いたいってことだよね）

　話し合いの場を作るために、とっさに思いついたことだったが、使えそうな人間がいたら引き抜いてもいいと、上司から言われていた。

　自分の一存で決定はできないが、履歴書や勤務態度などを踏まえて面談し、上に報告することは可能だ。その旨を伝えて、希望者は業務終了後に事務所に顔を出すようにと伝えた。

　業務が終わると、ほとんどのアルバイトが面談をしにやってきた。

　その中に秀司を見つけて、信悟は彼に就職の機会を与えられると安堵した。彼が昔から身につけている、人を惹きつけてまとめる能力はきっと上の目にも留まると踏んで、社員登用の試験を受けてみないかと持ち掛けた。

「さっきの、アルバイトたちの不満を抑えて落ち着かせた手腕は評価できる。勤務態度もいいみたいだし、その気があるのなら、改めて面接の日を決めたいんだけど」

　当然、受けるはずという予測は裏切られ、秀司は軽く笑って手を振った。

「俺はそんなにできるヤツじゃねぇよ」

　てらいのない笑みに、信悟はクラクラした。昔と何も変わりない彼の笑みに、意味もなく泣きそうになった瞬間、信悟は自分がとても疲れているのだと唐突に理解した。体ではなく、心がとてつもなく疲弊している。子どもの頃、心の底から頼りにしていた秀司に、寄りかかりたい気持ちが急速によみがえった。

「そんなふうに、自分を過小評価するところも、変わっていないな」

　ボソリとこぼした信悟に、秀司はひょいっと眉毛を上げた。

「なんだ。俺のこと、覚えてんのか」

　ニッと歯を見せた秀司は、人懐っこく言った。

「忘れられてんのかと思ってたけど、そっか。そんなら、話は早いな。再会ついでに飯でも食いにいかねぇか？　それを言いたくて、面談を受けたんだよ」

　そんなことのためにと、呆れた信悟の涙腺が刺激される。胸が疼いて、息苦しくなる。

（ああ……秀司といたい）

　彼にそばにいてもらいたい。笑顔を向けてもらいたい。かつて自分を守ってくれていた、おおらかな空気をもっと味わっていたい。

「ねえ、秀司。よければ、僕の家政夫になってくれないかな」

「家政夫？」

　おうむ返しに聞いた秀司に、信悟は重々しく首を縦に動かした。

「そう。この頃、仕事が忙しくてね。家のことをする時間がないんだよ。業者に頼んでもいいけれど、見ず知らずの人間が家の中をうろついているというのは、落ち着かないから……だけど、秀司なら安心だ」

　できるだけ冷静に。なんの感情も含まずに淡々と、ビジネスの話をする時と同じ態度を心がける信悟に、秀司は拍子抜けをするくらい簡単に承諾した。

「かまわねぇよ。信悟は、相変わらず人見知りなんだなぁ」

　柔和に目じりを下げた秀司が、なつかしそうに思い出を語る。

「覚えてるか。達夫たつおのおじさんが駄菓子を買ってくれるっつって、みんな大よろこびでくっついていったのに、信悟だけは礼は言うけどおじさんに近づかなくってさ」

「そんな昔の、つまらないことを覚えているのか」

「ってことは、信悟も覚えているんだろ？　ダチの親でも、信悟だけはいつも警戒してたっつうか、野良猫みたいに距離を取ってたよな」

「クラスメイトのことは知っているけど、親がどんな人なのかは知らないからね」

　大人が求める子ども像を押しつけられるのが嫌で、必要以上に距離を取っていたんだと、信悟は心の中でつけ加えた。

「そんで、俺が仲介役になってたんだよなぁ」

　クスクス笑う秀司のあたたかなまなざしに気恥ずかしくなって、ふいっと信悟は顔を背けた。

　秀司は、バツが悪そうな顔をしている信悟と、記憶の中の信悟の姿を重ねた。大人の庇護欲をくすぐる愛らしい容姿をしていた信悟は、いつも威嚇するような目をして周囲を警戒していた。しかし視線が秀司に向くと、ふっと目じりがやわらぐのだ。その瞬間の心のぬくもりをなつかしく味わいながら、しみじみ思う。

（外資系企業の人事部で働いているなんて、かなり意外だったけど……立派になったもんだ）

　もう自分が守る対象ではなくなってしまった。逆に自分が助けられる立場になっている。それが、うれしくもあり切なくもあった。しかし、家政夫になってほしいという依頼は、強い信頼と安息の場である自宅を守ってほしいということで、今でも頼られているのだなと感じられ、断るという選択肢は微塵も生まれなかった。

「けど、すげぇ料理とかは作れねぇぞ？　飯を炊いて、あとは味噌汁と、オカズはナントカの素とか、そういうもんを使ったりするからな」

「充分だよ。細かな取り決めは後で話し合うとして、とりあえず」

　秀司の気が変わらないうちにと、信悟は鍵を取り出して彼に渡した。

「僕のマンションの鍵。住所は、今からメモに書くから。先に行って、どんな場所か覚えておいてくれないかな。あと、合い鍵も作れるようなら、作っておいて」

「急だなぁ」

　苦笑しながら、秀司は鍵を受け取った。

「できれば、住み込みでいてくれると安心できるんだけど」

　少しでも長く秀司といたくて、信悟はそう言ってみた。

「住み込みって……俺が転がり込んでも問題ないくらいの部屋なのか？」

「行けばわかるよ」

　面談待ちの人間がまだいるから、詳しい話は後でと言われた秀司は、そうだなと頷いて腰を上げた。




　職場を後にして信悟の部屋を目指した秀司は、ファミリータイプのマンションに目を丸くした。これなら住み込みでも問題ないなと、物の少ない室内を見回す。

（鍵を渡したってことは、部屋を勝手にいじってもいいってことだよな）

　よしっと口の端を持ち上げて時計を確認する。

（七時過ぎか。そんなら、夕飯でも作っておくかな）

　まだ正式に契約をしていないどころか、契約内容の確認もしていないが、相手は信悟なのだからいいだろう。スマートフォンで近所の鍵屋を検索して合い鍵を注文し、その間にスーパーで買い物を済ませて料理を作り、信悟の帰宅を待つことにした。

　まさか夕食を作って待っていてくれているとは思いもしなかった信悟は、驚きながらも喜んで、その姿に秀司の心はほっこりとあたたまった。

「まだ完全に失業をしているわけじゃないんだし、無理のない程度にしてくれればいいよ」

「おう。そんで、住み込みって話なんだけどさ。本当にかまわねぇなら、荷物を運んできちまうぞ」

「そうしてもらえると、ありがたいよ。あ、引っ越し代は、雇い主なんだし、僕が出すから。秀司の都合に合わせて荷物を入れてくれてかまわないよ」

「わかった」

　そう答えはしたが、秀司はピッキング作業の最終日までに少しずつ自分で荷物を運び入れ、大きなものは友人に頼んでトラックをレンタルし、搬入を終えてしまった。




　引っ越しを終えた秀司は、長年住み慣れた家にいるような雰囲気で信悟のマンションに馴染み、信悟の帰宅時間に合わせて夕食を作って彼を待つ生活に突入した。

　そして信悟は、玄関先で鼻に触れる料理の匂いに、外で張り詰めていた気持ちをほぐす日々に満足していた。

「ただいま」

　リビングダイニングに信悟が入れば、おかえりと秀司が歯をきらめかせる。まぶしさに目を細めた信悟は、胸の高鳴りを覚えてふいっと顔をそらした。

　笑顔ひとつで信悟の気持ちを乱しているとは気づかずに、秀司は皿を取り出した。

「今夜は麻婆豆腐だけどさ、どんぶりにするのと、別にするのと、どっちがいい？」

「どちらでも。秀司の好きにすればいい」

「ほんと、おまえって物事にこだわりがねぇよなぁ」

「決断は仕事で散々しているからね。ほかのことでは頭をあまり使いたくないんだ」

「おう。そいつは、お疲れさん」

　炊飯器が音を立てて、飯が炊けたと知らせている。蓋を開ければ食欲をそそる香りを含んだ湯気があふれ出た。どんぶりを手にした秀司は白飯をよそって、中華鍋の麻婆豆腐をかける。キッチンにやってきた信悟が手を伸ばして、それを受け取ろうとするのを、秀司は軽く首を振って断った。

「雇い主はおとなしく席で待っておけよ」

　秀司の何気ないひと言に、信悟は胸を痛ませた。表情には出さず、小さく「あ、そう」とつぶやいてテーブルに着く。

（秀司の言う通りだ……だけど）

　家政夫になってくれと言ったのは自分であるのに、信悟はモヤモヤとしたものを抱えて、目の前に並べられる食事をながめる。家に帰れば、あたたかな食事がある。しかもそれを作ってくれているのは、幼い頃から親しんできた相手だ。

（秀司は、僕を雇い主としか見てくれていないのか）

　かつて自分を気にかけてくれていた心情は、欠片も残っていないのかと考えて、信悟は口の端を苦くゆがめた。

（僕が特別だったわけじゃない。秀司は、誰にでも優しいんだ）

　だから彼を取り合って、女子が喧嘩をしたこともある。当の本人は性別など関係なく、平等に接していただけであっても、優しさを与えられた側が勘違いするのだ。自分も同じなのだと、信悟はそっとため息をついた。

　信悟の吐息に、秀司は眉をひそめる。

（どんな仕事をしてんのか、さっぱりわかんねぇけど……きっと相当に神経を使うんだろうなぁ）

　人事部ともなれば、繊細な対応と公平な目を持って仕事をこなさなければならないはずだ。昔からおとなしく、人前に出ることが苦手で、口数の少なかった信悟がアルバイトたちの前で堂々と解雇通達をおこなった日を思い出す。

（立派になったもんだと思ったけど、かなり努力したんだろうなぁ）

　気苦労も多い部署だろうと考えると、少しでも力になりたい気持ちが湧いてくる。だが、家政夫にできることは、そう多くない。彼が快適に過ごせるように家の中を整えて、あたたかな食事を提供するくらいだ。

（もっとこう、なんか、信悟の役に立つようなことができればいいんだけどな）

　黙々と食べ進む信悟を見ながら、彼の好きな料理でも作ろうかと考えたが、以前に食べたいものを聞いた時には、秀司が作れて食べたいものでいいと言われた。好き嫌いは無いかと問うと、辛すぎたり甘すぎたりしなければ問題ないと答えられた。ちなみにアレルギーもないと続けられて、秀司は「わかった」と言うしかなくなった。

（そもそも、料理はできるけど、得意ってわけじゃないしな）

　今日のメニューも、麻婆豆腐の素を使用している。そのほうが調味料から食材までをそろえるよりも簡単で、間違いがない。けれど時間もあることだし、料理の練習も兼ねて何かを作ってみるのもいいかもしれないと考える。

　食事を終えて秀司が食器を片づけていると、また信悟がキッチンにやってきた。

「お茶か？　それともコーヒーにするか。シュークリーム買ってあるぞ」

　声をかけた秀司を横目で見た信悟は、冷蔵庫を開けてシュークリームをふたつ取り出すと、電気ケトルを手にした。

「俺が淹れるから、座っておけよ。疲れてんだろ？」

「このくらいはできるから」

「それじゃあ、家政夫がいる意味ないだろ。俺は主夫じゃないんだからさ」

「主夫？」

「そ、主夫」

　食器を洗い終えた秀司は、タオルで手を拭いて信悟の手から電気ケトルを取り上げた。

「だから、おまえはそれを持ってソファに座っとけ。疲れてんだろ？　コーヒー、淹れていくから。テレビでも観て、のんびりしていろよ」

　促されて、信悟は素直に従いながら、主夫という単語を脳裏で繰り返した。

　自分の通告で彼を無職に追いやり、生活の糧を奪うと知った瞬間、彼を養いたいという考えがひらめいた。そうできるだけの収入はあるし、彼と共に暮らしても問題のないマンションに住んでいる。だが、そんな申し出をして彼の自尊心を傷つけやしないか。ならば雇うという形ではどうかと、瞬時に思考をめぐらせて出した答えが、家政夫の提案だった。

（主夫……か）

　主夫として彼を養えたら、どんなにいいだろうかと信悟は考える。人生のパートナーとして秀司と共に過ごしたいと、漠然と浮かんだ考えが恐ろしいほど大きくふくらむ。

（こんなことを考えていると知られたら、嫌がられるよね）

　養ってもらわなくとも大丈夫だと、出て行かれるかもしれない。

　ホッと不安の吐息を漏らして、ソファに沈んでいる信悟の鼻に、コーヒーのいい香りが触れた。

　顔を上げた信悟に、コーヒーカップが差し出される。

「ありがとう」

　カップを受け取った信悟は、手にしたままのシュークリームのひとつを秀司に渡した。

「サンキュ」

　受け取った秀司は信悟の隣に座り、袋を開けてシュークリームにかじりつきながらテレビのスイッチを入れた。バラエティ番組が映し出され、芸人と俳優が楽しそうにゲームをしていた。にぎやかな笑い声が画面から飛び出して、静かな部屋の中を駆け抜ける。

「観たいもん、ないのか？」

「別に。秀司が観たいものを観ればいい。この時間帯に、観たいものはないから」

　ビジネス番組が始まるまでは好きにすればいいと言外で告げられて、秀司はふうんと鼻を鳴らした。

（やっぱ、頭のいいヤツは観る番組も違うんだなぁ）

　ビジネス番組なんて気にしたこともない秀司は、あっという間にシュークリームをたいらげた。画面の中では芸能人がはしゃぎながら抱き合っている。

「あ、そうだ」

　昼間に見たニュースバラエティ番組の情報を思い出して、秀司は声を上げた。

「ハグしてみるか？」

「は？」

　けげんな信悟の声は、テレビから流れる笑い声に押しやられた。

「昼間にさ、ハフレとかいうのがはやっている、とかなんとかやってたんだよ。なんでも、ハグをしたらストレスが減るとかで、ただハグをするだけの友達っていうのか？　そういうのを求める若者が急増、みたいな」

　ちょっと気まずくなりながらも、秀司は提案の続きを話した。子どもの頃は、よく抱きしめあったりしていた。傷つけられた信悟をなぐさめ、守る目的だったのだが、彼を抱きしめるたびに、信悟を傷つけた相手に対する苛立ちがなだめられ、同時に誇らしい気持ちになっていたことを思い出す。

（キスも、していたよな）

　幼い時期の、たわいのない行為だった。それにどういう意味があるのか、世間は男女の恋愛こそが標準とされ、同性でのキスやそれ以上は奇異に取られると知って、自然としなくなっていったが、胸の奥底には淡い気持ちがくすぶり続けていた。

（だから、信悟が中学受験をするって聞いて、ホッとしたんだ）

　離れれば気持ちも落ち着き、なつかしい思い出として笑い話に変わるだろう。そう考えていたのに、再会すれば自分でも驚くほどに、心の底に当時の気持ちが強くこびりついていたのだと気がついた。

（家政夫の提案を受け入れたのは、あの時の気持ちが残っていたからだ）

　また傍にいられると、胸が弾んだ。そんな気持ちを知られれば、敬遠される。あからさまに避けられることだって考えられた。

（けど、この言い方なら）

　どうにかなりたいわけじゃない。ただ、支えになりたいだけだ。負担になる気持ちだと理解しているから、伝えない。しかし、昔のように抱きしめて心を癒やせるのなら、そうしたい。

　何気ないふうを装って提案した秀司の心中に気づくことなく、信悟は彼の男らしい首から鎖骨、自分よりもたくましい胸板に視線を這わせた。スポーツをしていたのか、筋肉と体力を使うピッキング作業で自然と鍛えられたのか、あるいはその両方か。安心感をただよわせる男らしい秀司の胸に倒れ込みたい衝動を抑えて、信悟は視線を持ち上げて彼の表情を確認した。

（冗談……じゃ、ないみたいだね）

　秀司の顔に、からかいめいた気配はない。信悟は少し悲しくなった。こちらの気も知らないでと恨みたい気持ちよりも、なんとも思われていないのだなと落胆する。特別な感情があれば、こんなに簡単にハグを提案しないはず。昔馴染みの延長で、言っているだけだ。分け隔てなく優しい秀司は、きっと誰にでもハグをする。ハグをしますと書かれたボードを持って、人通りの多い場所に立つことだってしそうだ。

（その程度の気持ちしか、向けてくれていないんだ）

　でも、と、抗いがたい誘惑に信悟の心は揺れる。

　ためらいを察した秀司は、気まずそうに頬を掻いた。

「やっぱ、男同士でハグとか、変か」

　せっかくの機会を失ってしまうと内心で焦りつつ、信悟は何とも思っていない風をよそおって鼻を鳴らした。

「まあ、試してみてもいいけど」

「お？」

「本社の人間が来たら、挨拶でハグくらいはするからね。日本の感覚に縛られていたら、仕事にならない」

「じゃあ、信悟はしょっちゅう外国人とハグしてんのか？」

「そういうわけじゃないけど……まあ、まだ慣れていないから、秀司で練習をするのもいいかもしれないな」

「俺は練習台じゃなくって、ハグしてストレス軽減って話をしてんだけどな。まあ、いいや」

　ほれ、と秀司は両腕を広げた。笑顔で待つ秀司の姿に、信悟は心音を激しくさせて体を倒した。柔らかく胸に落ちてきた信悟を、秀司が壊れ物を扱うように抱きしめる。目を閉じた信悟は、自分よりもあたたかな体温に身をゆだねて力を抜いた。

（ああ）

　ふたり同時に心の中で吐息を漏らす。中学が別れてから……いや、こうして触れ合わなくなってから、十五年ほど経過している。それでもなお、しっくりとくるのはなぜだろう。

　秀司は目を閉じて、腕の中の存在に魂を集中させた。耳に触れるバラエティ番組の音がなければ、現実を忘れてしまいそうだった。

（テレビをつけておいてよかった）

　その音がなければ、妙な雰囲気を醸してしまいそうだ。それを察した信悟は、どう思うか。きっと警戒をするだろうと、秀司は細く長い息を吐いた。

　番組がＣＭに入り、再開してもハグは終わらなかった。秀司は腕の中の心地よい重さを、手放したくなかった。そして信悟も、このままずっとぬくもりに包まれていたいと思っていた。

　番組が終わり、次の番組が始まって、そろそろ妙に思われるんじゃないかと互いにハラハラしつつ、それでも離れられないでいる。もういっそ、このまま世界が停止してしまえばいいと思いかけたところで、信悟のスマートフォンが着信音を発した。

　ハッと目を開けて体を離した信悟が、スマートフォンを耳に当てて流暢な英語を紡ぐ。それをポカンとながめる秀司は、生活している世界が違うんだなぁと苦く頬をゆがませた。

　厳しい顔で英語を操る信悟は、秀司の知らない姿だった。さっきまで腕の中にいた存在が、手の届かない遠くにいる気分になる。

　テレビから、芸能人が大げさに料理を褒める声が聞こえてきた。時計を見れば、二十二時前だ。信悟の顔つきや口調から、電話の相手はおそらく会社関係の人だろうと予測する。こんな時間に仕事の電話が来るなんて、相当に忙しい職場なんだろうなと、秀司はリモコンを掴んで適当にチャンネルを変えていく。

（家に帰っても仕事の電話がかかってくるなら、休まる時がないじゃないか）

　共に暮らし始めてからの信悟の様子を、秀司は振り返った。ここに移り住んでから、知らない場所はクローゼットの中ですら無いと言えるほどに、どこになにがあるのかを覚えた。本の類はいくつかあるが、ゲームやＤＶＤなど娯楽に通じるものや趣味を思わせるものは見当たらない。気晴らしに出かけるということもしない信悟の日々に、息が詰まりはしないかと秀司は眉をひそめた。

（テレビもあんまり観ないし、本を読んでいる姿は見るけど、なんか難しそうな本だから、息抜きっつうより、勉強っぽいしなぁ）

　仕事が生きがい、というところだろうか。恋人とデートと言われたことはないし、友人と出かけてくると聞いたこともない。交友関係はどうなっているのだろう。

（まさか、会社の人間関係しか無いとか、言わないよな）

　どんどん気がかりが大きくなって、眉間にシワを作っていると、通話を終えた信悟がソファに戻ってきた。

「こんな時間に、仕事の電話なんて大変だなぁ」

「向こうは、今がちょうど仕事に出る時間なんだよ。こっちの時間も考えて、出社前に連絡をくれたんだ」

「へぇ？」

　向こうってどこだろうと思いながら、秀司は眉を持ち上げた。

「帰宅してからも仕事の話をしなきゃならないなんて、大変だな」

「本社が外国だから、たまにそういうこともあるんだよ。だけど、そのぶん給料はいいし、日本の企業よりも休暇はしっかり取れるよ」

「てことは、趣味の時間も持ちやすいってことじゃないのか？　映画とかで観るけどさ、外国って家族第一だったりするんだろ。自分の時間を優先させるっていうかさ」

「まあ、そうだね。その気風はあるよ。日本支社ではあるから、日本企業の雰囲気も混ざってはいるけれど」

「じゃあ、信悟の趣味ってなんだ？」

　唐突な質問に、信悟は目をパチクリさせた。変なことでも聞いたかと、秀司は首をかたむける。

「どうした」

「いや、どうしてそんな質問を？」

「休みの日に出かけたりしないしさ、いっつも難しそうな本ばっかり読んでんだろ？　だから、趣味が無いのかなと思ってさ」

　少し考える間をあけてから、信悟は答えた。

「読書が趣味だとは、思わなかったのか」

「勉強のために読んでいるんじゃないのか？」

　ふっと口元に笑みを浮かべた信悟は立ち上がり、書棚から本を一冊手にして戻った。

「これ、娯楽小説だから」

　英語表記の本を差し出されて、秀司は無意識に受け取った。

「ミステリ―小説だよ。だから、勉強のためじゃない……ああ、でも、そうだね。会話のネタにはなるし、ニュアンスを知ることもできるから、勉強と言えなくもないかな。趣味と実益を兼ねた読書だね」

　ふうんと秀司は本をパラパラとめくって返した。

「外に出かけたりはしないのか？　友達と遊ぶとかさ」

　何気ない質問に、信悟は言葉に詰まった。休日まで気を張る他者との交流を持ちたくない。それに、今は家に秀司がいるから、より出かけたくなくなっている。けれど素直にそう言えば、心配をされてしまうだろう。

　他意無く聞いてくる秀司の社交的な性格を思い出し、信悟は口元に笑みを浮かべてゆるく首を振った。

「疲れているから、家でのんびりと過ごしたいんだ。家で静かに過ごすほうが好きなんだよ」

「相変わらずってことか」

　苦笑交じりに言いながら、秀司は複雑な心境になった。昔から、遊びに行こうと誘わなければ、信悟は家か図書館で過ごしてばかりいた。休み時間には教室で読書をしていることがほとんどだった。放課後も、秀司が声をかけなければ、さっさと帰宅をしてしまっていた。

（あの頃のままだったら、会社での人間関係とか、大丈夫なのか？）

　余計なお世話だと思いつつ、秀司は案じ顔で問いかけた。

「外資系の会社なんだろ？　なんか、外国人はパーティーとか、そういうの好きだったりするイメージがあるけどさ、誘われたりしないのか？」

「最低限の参加はしているよ。誘われたら、まあ、三回に一回くらいは受けることにしているかな。本当は、余計な交流はしたくないんだけど、出ないわけにはいかない場合もあるし」

　憂鬱な吐息を漏らした信悟は、さきほどの電話の内容をこぼした。

「月末に、本社から視察の人間が来て、日本の家庭料理や文化も知りたいから、案内をする人間を見繕っておいてくれ、なんて言われたし」

　重たい息を吐きだして、飲みかけのコーヒーに手を伸ばした信悟の暗然たる様子に、秀司は顔を近づけた。

「やっかいな相手なのか？」

「やっかいというか、人なつこい相手でね。本社の人事担当をしているリチャードという男なんだけど、くったくがなさすぎて慣れていないと面食らうというか、とまどうというか……仕事はとても優秀で隙の無い人なんだけど、距離感が近すぎて、日本人の感覚には合わないんだよ」

　話を聞きながら、秀司は頭の中で、四角い面長で体格がよく、大げさな身振りで満面の笑みを浮かべる西洋人を作り上げた。

「彼と仲良くなりたい人間は少なくないんだけど、だからこそ余計な気遣いというか、接待をしてしまわない人選をしなくちゃいけない」

　気が重いよと肩を丸めた信悟に、秀司は妙案を口にした。

「だったら、信悟がすればいいだろ」

「え？」

「日本の家庭料理を知りたいってんなら、ウチに招いて食事会をしたらどうだ？　料理上手なわけじゃねぇから、気に入ってもらえるかどうかは不安だけどさ。ありのままの生活に触れてみたいってんなら、月末までに料理の練習しておくし」

「いや、でも」

「頼まれた信悟が引き受けるんなら、文句は出ないし悩む必要もないだろう？　俺は英語ができないけどさ、信悟が通訳してくれるんなら、大丈夫だろ」

　歯を見せて笑った秀司の提案に、信悟はポカンとしながらも思考をめぐらせる。

（たしかに、僕がその役を引き受けるなら、誰かを選ぶよりも文句は出ないかもしれない）

　顎に手を当てて考え込む信悟を見つめて、秀司も思う。

（本社の人事なら、信悟の仕事の役にも立てるよな）

　家政夫というだけでなく、仕事面でも彼の手助けができる可能性に、秀司は胸を躍らせた。

　ややあって、信悟は顔を上げた。

「僕の一存では決められないから、明日、会社に報告をして返事をするよ」

「おう」

　ニッコリした秀司は、明日からさっそく煮物などの練習をしようと考えていた。
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　こんなもんでいいだろうと、キッチンで腰に手を当てた秀司は時計を見た。そろそろ客人を連れて信悟が帰ってくる頃だ。

（英語はできないけど、まあ、身振り手振りでも通じるもんだし、なんとかなるだろう）

　それよりも、料理が口に合うかどうかが気がかりだった。標準的な家庭の食事を希望しているらしい相手に、提供すると決めた料理は、味噌汁と肉じゃが、青菜のおひたしと卵焼きだ。

　宗教的に食べられないものも、嫌いな食材もアレルギーも無いと聞いている。その中で思いついた定番メニューと思われるラインナップだ。

（店の料理みたいに、見栄えがいいわけじゃないけど、まあ……いいよな）

　相手は家庭料理を所望なんだから、飾らない、気負わないものでいいはずだと思いながらも不安なのは、その客人が信悟の上司にあたる人物だからだ。

（本社の人事ってんだから、影響あるかもしんねぇよなぁ）

　今回の出来が仕事の評価に繋がるなんて、公私混同はしないだろうが、心証には影響をするだろう。公平にと気をつけていても、つい言動に好悪は表れてしまうものだ。

（信悟の手伝いになればって考えたけど）

　逆効果になりませんようにと願いつつ、信悟の帰宅を待っていると玄関から物音が聞こえた。

（来た！）

　緊張をする秀司と同様、信悟もまた気を張り詰めていた。といっても、招いた客人に対してではなく、秀司とのふたり暮らし、また、彼について客人がどう思うのかを心配していた。

（誰とも仲良くなれるというか、秀司は気さくだから大丈夫だろうけど）

　秀司のことを気に入りすぎてしまわないかと、不安になる。リチャードが自分よりも好条件で秀司を家政夫として雇うと言い出しかねない。部下のものを横取りするような人間ではないが、冗談とも本気ともつかないことを言って、相手の出方を測るクセを持っている。提示された条件に、秀司が笑顔で応じてしまったら。

「お邪魔します」

　流暢な日本語で挨拶をした上司、リチャード・マクロンが妻のマリアを視線で促すと、妻のほうは少したどたどしく「お邪魔します」とつぶやいた。

　好奇心いっぱいの子どものように室内を見回すリチャードの青い瞳に、秀司はどう映るのか。胸をざわめかせながら、信悟はリビングダイニングに案内をした。

「ただいま、秀司」

「おかえり、信悟。それと、ええと……リチャードさんと、マリアさんだっけ。ようこそ」

　中途半端な英語よりも、潔く日本語で会話をしようと、キッチンから出た秀司は右手を差し出した。パッと顔を輝かせたリチャードが、強く秀司の手を握る。

「お招きありがとう、秀司。君のことは、信悟から聞いているよ。友人で、同居をしているんだってね。ハウスキーパー、と言えばいいのかな？　その仕事を引き受けているそうじゃないか。友人のもとで働くというのは、なんとも気まずくなりそうなものだが、信悟は君に感謝をしている。きっと優秀なんだろうね」

　さらさらと日本語を紡がれて、秀司は目を真ん丸にした。リチャードが快活な笑い声をあげる。

「私が日本語を話すから、驚いているんだな。信悟から聞かなかったのかい？　私は母国語のほかに、我が社の支部のある国の言葉はすべて話すことができるんだよ。そのほうが、いろいろと意見を聞きやすいからね」

　ニコニコと機嫌よく言ったリチャードの腕が、旧知の友人にするように秀司の肩に回された。

「ひと目で、君がいいヤツだということはわかったよ。人嫌いな信悟が共に過ごす相手とは、どういう人物かと気になっていたんだ。さあ、こちらは私の妻、マリアだ。彼女は残念ながら、母国語専門でね。ところで秀司。君は、英語は？」

　よくしゃべる人だなと思いながら、秀司は気さくな彼の態度に好感を持った。

「いや、俺は日本語だけっていうか、たまに日本語も、難しいことはわからないから、信悟に聞いたりすることもあります」

　そうかそうかと、リチャードは首を縦に大きく動かす。ふたりの様子を、信悟は無表情で、しかし内心は面白くなく見つめていた。

（あんなに、気楽に肩を組んで）

　初対面だというのに、もうすっかり打ち解けた雰囲気のふたりに嫉妬をしている。指先に力を込めてこぶしを握り、なんとか笑顔を作り上げた。

「挨拶はそのくらいにして、食事の支度を始めよう」

　信悟がキッチンに向かうと、秀司が「そうだな」と応じてリチャードから離れた。彼とマリアもついてこようとするのを、信悟は有無を言わせぬ笑顔で制止する。

「客人は、席で待つのがマナーです」

　リチャードは妻に目配せをして、テーブルに着いた。メニューは信悟も聞いている。秀司と手分けをして、肉じゃがを器に盛り、おひたしを小鉢に入れて、味噌汁をよそう。最後に白米を出せば、客人ふたりは頬を持ち上げて満足そうに料理をながめた。

「普通の料理でって言われたから、ごちそうじゃないですけど」

「いやいや。こういうものを、私たちは求めていたんだ。ああ、日本という感じがするね。映画で見るような食事だ」

　マリアに英語でなにやら話しかけたリチャードが、箸を手にする。それに倣って、彼女も箸を持った。

「食べにくいんなら、スプーンとフォークを出しますけど」

　持ち方はキレイだが、うまく使えるだろうかと気にした秀司に、いいえとリチャードもマリアも笑顔で断り、手を合わせた。

「使えるよ。大丈夫……では、いただきます」

　料理に箸をつけて、マリアと笑みを交わしたリチャードの姿に、どうやら口に合ったらしいとホッとして、秀司も食べる。

「日本のホテルや旅館の味はあちらこちらで体験したんだけど、映画で見るような家庭料理は味わったことがなくってね。そこでホームスティも考えたんだが、学生ならばいざ知らず、なかなかそういう場所がない。あっても観光用の田舎暮らし体験などになってしまうんだ」

　肩をすくめたリチャードに、秀司は「そうでしょうね」とうなずいた。

「だから、社員の家にお邪魔をして、食事ができないかと考えたんだよ。親戚や知り合いを招いて、もてなす風習は日本にもあるそうだから、問題ないだろうと思ったんだ。だけど本社の人事という立場を気にされるはずだと、相談をした相手に言われてね。それでも、ひとりくらいは気楽に接してくれる人がいるんじゃないかと、頼んでみてよかったよ」

　ニコニコと言いながら、リチャードは肉じゃがのおかわりをした。

　食後は緑茶を入れて、彼らが土産として持ってきた羊羹を「お持たせですが」と出すと、その言葉はなんだと問われた。持ち込まれた土産を、持ってきた相手に出す時の挨拶だと答えると、リチャードは口の中で繰り返し、しきりに感心した。

（好奇心旺盛で、気さくでいい人っぽいな）

　人事という仕事は、人と接するものだと秀司は思っている。信悟のように、人付き合いが苦手な人間が人事を担当していると聞いて驚いたが、リチャードのような人物と、信悟のような人物がいてバランスを取っているのかもしれないなと考えた。

　食後のゆったりとした時間を過ごして、リチャード夫妻は礼を言って去っていった。本当は一泊したいと言っていたそうだが、信悟が「来客用の準備がない」と断ったらしい。

　ふたりの姿が扉の向こうに消えてから、秀司は言った。

「べつに、泊まってもらってもよかったのに」

「布団の準備がないだろう」

「ちっと狭いけど、どっちかのベッドに寝てもらったら、よかったじゃないか」

「それで、僕たちのどちらかがソファで眠る？　リチャードが気を遣うよ」

「俺らも一緒に寝ればいいだろ」

　さらりと言われて、信悟の心臓は大きく跳ねた。ドッドッと鼓動がうるさく、耳鳴りのように響いている。

「信悟？」

「いや……それでも、やっぱり……あまり親しくない人間が家にいると思うと、気になるから」

　目を伏せた信悟に、そうかと秀司は口元をニヤリとさせた。

（てことは、俺だと気を緩めていられるんだな）

　長く会わなかった時間を経ても、信悟は変わらず自分を信頼してくれている。心の奥がふわりと熱くなって、抱きしめたくてたまらなくなった。

「秀司」

「うん？」

「疲れた」

　ぼそりと信悟がつぶやき、秀司は両腕を広げた。ふらりと信悟は体を揺らして、秀司の胸に頭を乗せる。そっと抱きしめた秀司は赤子を揺するように、体をゆらゆらさせた。

（気さくな人間だって言っても、上司だもんなぁ。ぜんぜん、偉ぶってはいなかったけど）

　会社の人間として、立場を意識せずに接することは難しいのではないか。ましてや信悟は人付き合いが苦手ときている。もしかしたら食事中も、味がわからないほど気を張り詰めていたのかもしれない。

（よかれと思ったんだが、信悟には負担だったのかもしれないな）

　ちょっと反省をして、しっかりと抱きしめた秀司の耳に、くぐもった声が届いた。

「ありがとう」

「余計なこと、しちまったかと思ってた」

「どうして」

　顔を上げた信悟の鼻先に、うつむいた秀司の息がかかる。

「緊張してたんだろ」

「それは……まあ、ね」

　互いの瞳を見つめて、呼気を交わしているとキスがしたくなった。

――ダメ、だよな。

――それは、ちょっと行きすぎだよね。

　互いにおなじことを考える。ハグをしてストレス軽減をする、ハフレという関係性を知ってから、こうしてふたりは抱き合うようになったが、キスまでする理由を思いつけない。

（気持ちを知られたら、離れていかれる）

　危惧を抱えて情動を抑え込みながらも、互いにキスができる理由を探し合う。

「なあ、信悟」

「ん？」

「ハグでストレスが軽減されるんならさ、キスもそうじゃないか？」

「え」

「昔、よくしてただろ。ガキの頃にさ」

　なつかしいよなぁと、何気ない口調を心掛ける秀司の目は、真剣そのものだった。息を呑んだ信悟は、彼もまたキスを求めてくれているのだろうかと考える。

（まさか、ね）

　疲れたと言った自分を案じて、気をまぎらわせるために冗談を言っているだけだと、信悟は唇をゆがめた。

　それを秀司は、遠回しな拒絶と受け取る。

（まあ、ガキの頃ならいざ知らず、大人になってからは……なぁ）

　気持ち悪がられて当然だと、秀司は信悟の背に回している腕の力を緩めた。

「いや、忘れてくれ」

「いいよ」

　信悟の声が秀司の声に重なる。秀司は目をパチクリさせた。

「え？」

「いいよ。キス、しよう」

「いいのか」

　おそるおそる問う秀司に、信悟はあきれて鼻を鳴らした。

「言い出したのは、そっちだろう。まあ、信頼する相手と触れ合うという行為自体が、ストレス軽減になるらしいからね。ハグもキスも、相手を受け入れる行動だろう？　それで気が楽になるなら……秀司となら、まあ、大丈夫だろうから」

　表面上はそっけなく、内心は渇望しながら信悟は言った。

　ゴクリと喉を鳴らした秀司は、信悟の小鼻にキスをして、様子をうかがいながら唇へと口を移動させた。

　柔らかな感触に、背中に電流が走ったような衝撃を覚える。十数年ぶりのキスは、あの頃とは少し違った意味合いを体に与えた。好きだという気持ちは変わらない。けれど思春期を経過して肉欲の存在を知った意識と体は、キスの先に情欲を見いだした。

「んっ、ふ……ぅ」

　かすかな息が唇の隙間から漏れて、どちらともなく口を開いた。舌を伸ばして、そろそろと相手の出方を探る。

――嫌がられてはないみたいだ。

　だけど、どこまで許されるのか。行き過ぎれば嫌悪をされて、同居は解消となるかもしれない。

「んっ、ぅ」

　首をかたむけてキスの深さを変える。思い切って舌を伸ばした秀司は、信悟の歯の隙間をくぐりぬけて上顎をくすぐった。

「う、ふ……っ」

　ゾワゾワと腰のあたりに甘美な悪寒が走って、信悟は薄く目を閉じた。

　目じりが妙に艶やかで、秀司はドキリと心臓を興奮に硬くする。

（いいのか？）

　もっと性的なキスをしても、嫌がられないのだろうか。秀司は抱きしめている腕に力を込めて、グッと体を密着させた。それに合わせて、信悟の体は素直にしなった。密着した体から、相手の温度が服越しにじわりじわりと伝わってくる。

――もう少し、もっと……味わいたい。

　おなじ気持ちを胸に抱えて、ふたりは舌でたわむれた。こんなことをして、妙に思われるのではないかと心配しながら、相手が拒絶をするまではと唇を重ね続ける。劣情に体がわななき、下肢が熱く膨らんでいく。硬くなった互いの欲情の証が擦れて、興奮を相手に伝えた。

　ハッと我に返った信悟が、秀司の体を突き放す。

「っ、は……もう、いい。充分だ」

　顔を伏せた信悟の息は荒く、声はかすれている。艶めいた響きに心を震わせながら、秀司は抱きしめていた腕を下ろした。

「そっか」

　気まずい沈黙が流れる。信悟はうつむき、下唇を噛んで身の処し方を探していた。秀司は信悟の体を求める指先を握りこみ、彼の姿を見ないように天井に視線を置いた。

　リビングに戻り、リチャード夫婦に出した茶や茶請けの皿を片づけて、コーヒーでも飲んでのんびりしよう。そう思うのに、この場から移動したくない。

――今の、キスの意味は。

　互いに、相手がどうして性的なものを含んだキスを受け入れたのかを考えている。それを知りたくて、たまらない。だが、聞くのが恐ろしい。

――冗談だと言われたら。

　本気だと言われるのなら、自分もそうだと打ち明けられる。しかし、そうでなかった場合、なんの特別な感情もなく子ども時代にもしていたからという理由で、簡単にキスができるほど、気楽なおふざけができる友人という位置づけということだ。

――そうなったら。

　気持ちは永遠に届かない。

　信悟は床を、秀司は天井をながめて、自分の気持ちと相手の心の相違に怯えた。

　膠着していた空気を動かしたのは、信悟だった。

「疲れたから、お風呂に入って寝るよ」

「ん、ああ……お疲れさん」

　先にその場を離れた信悟が自室に入るのを見届けてから、秀司は動いた。リビングに行き、食器を片づける。モヤモヤとしたものを抱えたまま食器を洗い、コーヒーを淹れてソファに座った。テレビをつけて画面を見るが、目には映るのに内容は少しも意識に触れてこない。秀司の頭の中は、さきほどのキスの余韻で満たされていた。

（ちっと、やりすぎたか）

　沈黙していた信悟を想う。彼は何を考えていたのだろう。拒絶をせずに受け入れた理由は？

（子どもの頃の延長にしては、濃厚なのをしたんだけどな）

　気持ちは伝わったのだろうか。それとも、冗談と受け取れるようなものだったのか。男同士、酔っぱらって悪ふざけでキスをするということは、珍しくもなんともない。自分の知らない間に、信悟はそういう場面に慣れ切って、または経験していて、だから平気で受け入れたのだとしたら。

　ムラムラと想像に嫉妬を湧き立たせて、イラつくままに秀司はコーヒーに口をつけた。

「あちっ！」




　鋭い声を秀司が発している頃、信悟は風呂場にいた。手早く服を脱ぎ棄てて浴室に入り、熱いシャワーを頭から浴びる。体の中心にある熱を、シャワーでまぎれさせたかった。

（あの、キスは）

　きっと冗談の延長なのだろう。大学や会社の宴会などで、興が乗った連中がふざけてキスをする場面を幾度も目にした。彼らは楽しそうにキスをして、なんならディープキスまでしてみせて、ゲラゲラと笑っていた。そのたびに眉をひそめていたが、秀司もそんな経験をしてきたのではないか。

（ああいう、にぎやかな集団の中にいるタイプだからね）

　昔から、多くの人間に好かれて親しみ、来るもの拒まずで面倒見もよくノリのいい秀司のことだ。にぎやかな席でそういう状況になれば、特に意識もせずにキスくらいやってのけたと想像できる。

（僕にキスを提案してくれたのも）

　半分は冗談だったのではないか。たしかに、心を許している親しい相手と触れ合うのは、何よりの安らぎとなり、ストレス軽減に繋がるという意見は、様々な場面で耳目に触れる。恋人とのセックスは最高にリラックスできる行為だと書いてある雑誌を、女子社員たちがはしゃぎながら開いている姿を見たこともある。

（昼間は、バラエティ番組を観て過ごしているとか、言っていたし）

　昼間の番組では、最近の若者の流行などを紹介するものもあると聞く。ハフレというものも、テレビで知ったと言っていた。おそらく、キスでストレス軽減などという情報が紹介されていたことを思い出し、提案してきただけにすぎないのだろう。

（特別な感情なんて）

　あるわけないと否定しようとしても、思考は寸前で止まってしまう。わずかな可能性を希望として抱えていたい。

　秀司への想いを引きはがそうとするかのように、荒々しく体を洗ってシャワーで流す。排水溝に吸い込まれる泡のように、彼への気持ちもどこかに流してしまえればと、信悟はシャワーを浴びながら、膝を抱えてうずくまった。
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　風呂からなかなか出てこない信悟を気にしつつ、秀司はコーヒーを飲み干してカップを洗い、今日はこのまま部屋に行って寝てしまおうかと考える。時間が経つと、顔を合わせるのが気まずくなってきた。

　腰のあたりに生まれた劣情は、おとなしくなっている。だが、ここが硬くなっていたことに、信悟は気がついていたはずだ。

（俺が、気がついたのと一緒で）

　互いの下肢が硬くなっていることを、ふたりは感じ合っていた。だから信悟は「もういい」と言ったのではないか。不穏なものを感じ取られたのかもしれない。

（襲われるとでも、思ったのかもしんねぇな）

　中性的で美少女と言ってもさしつかえない容姿をしていた信悟は、いたずらをされかけたことが幾度もあった。中学に入ってからは、あまり顔を合わせることもなくなってしまったが、母親からはしょっちゅう「信悟くんは、本当にキレイな男の子よねぇ」と聞かされていたし、今でも女性と間違われるほどではないが、ふとした瞬間に妙な色香というか、庇護欲をくすぐられるなよやかさというか、はかなさのようなものが感じられる。

（セクハラ、受けていたっておかしくなさそうだし）

　同性相手のセクハラもあると、聞いたことがある。そういうものに慣れていて、だからキスの提案を子どもの頃にもしていたことだしと受け入れはしたが、行き過ぎた行為になったので怖くなって、もういいと言ったのではないか。

（俺の顔、しばらく見たくねぇとか思っているかもしんねぇなぁ）

　妙なところで我慢強いというか、自分さえ耐えていればいいと思う節のある信悟だ。感情を抑え込むのに長けている彼は、気持ちをなだめるために先にシャワーを浴びると言ったのではないか。疲れたという言葉は、早く休むために部屋に行くと言外に伝えるためで、気まずさをこちらに感じさせないように、シャワー後に顔を合わさなくともかまわない理由を作るための口実ではないか。

（うーん）

　あり得るなと、秀司は腕を組んだ。テレビでは、司会者とゲストがなにやらふざけて喧嘩の真似事をし、仲直りと称して男同士でキスをしている。それを見ている出演者たちが笑い合って、中には手を叩いて面白がっている者もいた。

（こういう場面、宴会でもよく目にするし）

　信悟はきっと、その延長で簡単にキスを提案したと思っているのだろうなと、秀司は深くて重いため息をこぼした。

（まあ、冗談に聞こえるように言ったのは、俺だしな）

　子どもの頃にもしていただろうと言って、信悟を促した。そして彼は受け入れて……あれも、テレビの中の光景のように、特別な感情など欠片も無い、なんてことのない行為として考えていたのだろう。そこでディープキスになって、互いに下半身を熱くしてしまったから、これ以上は問題になると思ったのか。

（けど、舌は受け入れたよな）

　それもまた、遊びの延長として許したのか。強く抱けば身を寄せてきたのも、流れに身を任せていただけで、断る理由を見つけられなかっただけなのか。

（あり得る）

　頭を抱えて、秀司はうなった。

（だとしたら、信悟は俺としばらく顔を合わせたくないよな）

　子どもの頃から親しくしていた相手だから、気安く受け入れてくれたのだと思ったが、実はそうではないのかもしれない。幼馴染みである上に家政夫として雇っている相手だから、断るよりも黙って受け入れたほうが関係性を維持できると考えて、耐えていたという可能性を思いついた秀司は、激しい自己嫌悪に陥った。

（あいつの性格、忘れてた）

　同時に、自分ならば受け入れてくれるだろうという、わずかな慢心があった。彼にとって自分は特別な存在なのだと、頭の隅で思っている。だからこそ過去の事例を出して、キスができるのではないかと考えたのだ。

　最低なことをしてしまったと落ち込む秀司の耳に、リビングのドアを開ける音と、素足で床を踏む足音が触れた。




　頭を抱えてソファに座っている秀司を見て、信悟は顔をしかめる。

（後悔しているのか）

　するんじゃなかったと、行き過ぎたキスを反省しているのだなと信悟は受け取った。冗談めかしてキスをしてはみたものの、こちらがおどけて遊びに交えなかったどころか、下肢を互いに硬くしてしまったことで、失敗したと落ち込んでいるのだろう。

（悪いことをした）

　だが、どうすればよかったのか。ふざけ合いでキスをしたり、セクハラの真似事をしたりしてはしゃぐ連中を、幾度も目にしてはいたが混ざることはなかったし、どうしてそんなことをするのか理解もできなかった。ケラケラ笑って、やりすぎだと言えばよかったのか。それともお笑い芸人のように、冗談めかして額でも叩けばよかったのか。

　悩む信悟の視線を感じた秀司は、意外に思いながらゆっくりと顔を上げた。

（俺とは顔を合わせたくないって、思っていたんじゃないのか）

　もしかしたら、こちらの心情を気にして戻ってきたのかもしれないと考えた秀司は、自分のことよりも他人の心情を気にしてしまう信悟がいじらしくてたまらなくなった。

（いつも通りの態度で、気遣いはいらないってことを伝えないとな）

　よしっと腹を据えた秀司は、ソファから立ち上がった。

「風呂、終わったのか。なんか飲むか？」

「いや、自分でするから」

　信悟の惑い気味の声に、秀司は「そっか」と歯を見せて笑った。

「そんなら、俺もシャワーしてくるな。なんか、自分で思うよりも緊張していたみたいだ。外国人と接するなんて、めったにないしさ。ましてやおまえの上司だろ？　まあ、俺も人並みに繊細だったってことだな」

　あははと軽い笑いを発し、秀司は信悟の横を通り過ぎて浴室に向かった。

　脱衣所に入った瞬間、大きく息を吐きだしてしゃがみ込む。

（ああ、めちゃくちゃ緊張したぁ）

　脇に妙な汗をかきつつ、心臓に手を置いて深呼吸をする秀司は、信悟がどんな表情をしているのか見る余裕もないほどに、普段を演じるだけで精一杯だった。

（さっきの態度、妙に思われなかったよな）

　立ち上がり、服を脱いで浴室に入る。うっすらと湯気の残る空間に、さっきまで信悟が裸でいたのだと思うと、下肢がムクリと頭をもたげた。

「うぇっ」

　キスをしたことで、彼への気持ちが肉欲をともなったものになってしまった。頬をひきつらせ、想いを振り切るように荒々しい手つきで頭を洗い、体を磨く。

（知られたら、追い出されるに決まってる）

　仕事が無くなるのはかまわないが、信悟と口もきけなくなるのは嫌だ。中学入学前、淡い恋心に気づいた秀司は、彼と離れられることに安堵した。中学が別になれば、会うことも少なくなる。恋心は行き過ぎた親しみを勘違いしていただけだったと、過去にできるはずだった。だが、再会した瞬間に、気持ちはまだ胸の奥に居座っていたのだと知った。

（通じるわけはないけどさ）

　彼の傍にいて、支えになりたい。いつか彼が恋人を作り、結婚をして、この生活が終わってしまうまで、疲れた心を抱きしめる存在でいさせてほしい。できればキスもしたいところだが、二度と許してはもらえないだろう。ハグすらも、今後は拒絶されるかもしれない。

（けど……家事をして、疲れた信悟を迎えられるだけでも、充分だ）

　世話を焼ける立場でいられることが、喜びになっている。だからどうか、調子に乗ってしでかしたキスを理由に、追い出されませんようにと祈りながら、秀司はシャワーのコックをひねって、降り注ぐ熱い湯に顔を向けた。
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（目を、合わせてくれなかったな）

　本人は普段通りの態度をしたつもりだろうが、視線が合わなかったことに信悟は気がついていた。やはり自分の反応は間違っていたのだと、電気ケトルに水を入れながら考える。

　今まで目にしてきた浮かれた者たちの冗談のキスは、信悟にとっては眉をひそめるものだった。周囲も信悟が嫌悪していると気づいていたから、冗談でもしてくる者は少なかった。まれに、わかっていながら嫌がらせでしてくる者や、性的な誘いをさりげなく示すために手を伸ばしてくる者もいたが、いつも冷静に対処をしていた。

　親しくしている相手――気持ちを向けている相手にされたのは、初めてだ。

　考えに没頭しながらティーバッグを出してカップに入れ、湯を注ぐ。袋の中で茶葉がふくらみ、わずかに揺れる姿が、自分の気持ちの揺れと重なって見えた。秀司という名の熱い湯に翻弄されて、浮いたり沈んだりしながら想いを滲ませている茶葉は自分だ。彼と過ごす時間が増えれば増えるほど、気持ちは大きくなっていく。

（限界……なのかもしれない）

　これ以上は気持ちを抑えきれなくなるのではないか。キスに反応をしてしまったのは、生理的なものではなく、感情をともなったものだった。本能よりも気持ちが先行していた。けれど秀司のアレは、きっと生理的な興奮だろう。キスをする側で、舌を動かしているうちに体が勝手に反応しただけにすぎない。だが、自分はそうではない。彼への想いがあったからこそ、硬くしてしまった。

　腹に手を当てて、信悟は細く長く息を吐いた。ティーバッグを取り出して、紅茶に口をつける。香りの後に苦味を感じ、口の端を持ち上げた。

　想いの始まりはふんわりと心を惹きつけるものだが、苦いものを引き連れてくる。秀司への気持ちはうっとりと心をあたためてくれるが、現実を重ねればひどく苦い。

（もう、ハフレだのなんだのと言って、抱きしめてはくれなくなるかもしれないな）

　己の不器用さに歯噛みする。ねだれるほどに親しく甘えられる関係になれていないことが、とてつもなく恨めしい。

（もっと素直に甘えられていれば、秀司はきっと受け止めてくれた）

　しなかった自分が悪いのだ。胸のあたりが冷たくなって、ギュッと心臓が絞られる。先ほどのキスの名残がまだ唇にただよっている。それを失いたくなくて、紅茶を捨ててカップを洗い、急ぎ足でベッドに向かった。

　布団の中に潜り込み、唇に指を這わせる。

（これよりもっと、柔らかくて優しかった）

　指紋でくすぐるように唇を撫で、キスの名残を引き寄せる。指先を軽く噛んで、口内に引き入れて、秀司の舌の動きを思い出しながら口腔を柔らかく刺激した。

「ふ……ぅ、ん」

　体が熱くなってきて、内腿を擦り合わせる。その中央にあるものがムズムズとして、血が集まってきた。手を伸ばして握りしめ、激しくなっていく心音に身を任せて、全身を官能に火照らせる。

「んっ、ぅ……はぁ」

　熱い息が口からこぼれ、布の上から握るだけでは抑えきれなくなった。情欲を取り出して、キスの記憶を追いかけながら自慰をする。

「う、はぁ……んっ、う……う」

　優しい秀司の呼び声を思い出し、彼の息の熱さを引き寄せて、口腔を指でまさぐる。心臓が破裂しそうに高鳴って、頭がクラクラした。

「ふ、うう……んっ、う……は、ぁ……あっ、くぅうっ」

　ビクンと腰を跳ねさせた信悟は、己の手の中に精を漏らして息をつき、開放感のすぐ後に冷ややかな後悔を浮かべて自嘲した。

「は、はは……情けない」

　目じりに涙が浮かんで、奥歯を噛みしめる。秀司に求められたくてたまらない。体中にキスをされて、彼に支配されたかった。

（かなうわけがない）

　あのキスは本気ではない。自分を求めてしたものではなく、上司を家に迎えた緊張をなだめるために、してくれただけだ。特別な意味などない。自分が抱えている思慕とは違う。

（だけど、でも……少しは）

　キスを提案するくらいの好意は持ってくれているのだという希望をたぐり寄せて、今回のことで二度とされなくなりませんようにと願いながら、信悟はひとりよがりな情欲の始末をして眠りについた。










三











「おはよう」

「ああ、おはよう」

　キッチンで信悟を迎えた秀司は、彼がいつもと変わらぬ様子なのに胸を撫で下ろした。どうやら昨日のことは、彼の内側のどこかに押しやられたらしいと判断し、朝食をテーブルに並べる。

　信悟の態度に、変わったところは見当たらない。自分を追い出す気はなさそうだと思いつつ、油断はできないと秀司は気を引きしめた。

（感情を抑えるクセが、あるからな）

　再会をしてから、まだ三か月ほどしか経っていない。けれどその三か月間は、共同生活の時間でもある。昔の信悟と変わらないなと、三か月を過ごすうちに記憶を呼び起こしながら、やはり大人になるにつれて変化した部分もあると受け止める中で、ウソがうまくなったなと感じる場面もあった。

　会社で何かあったと察して、それとなくたずねた秀司に、何もないと答える時がある。疲れているのに、平気な顔をしていることもあった。昔なら、自分だけにはこっそりと弱音を吐いてくれたのに、どうして今は気を張っているのかとさみしさを感じる瞬間があった。

（十何年も、会わなかったんだもんな）

　もともと警戒心の強い信悟だ。いくら昔は親しく馴染んでいた相手だったとしても、共に過ごした時間よりも長い期間、会うことのなかった相手に対して、簡単に心を許せずにいるのかと、秀司の胸に冷たい風が吹いた。




　ほんのわずか、秀司の顔に暗いものがよぎったのを、信悟は見逃さなかった。

　まさか昨夜の自慰を知られてはいないだろうがと、後ろめたさが湧き上がる。

（僕が言い出さなければ、秀司はここから出ていかない）

　決めたことは、きっちりとする。約束は守る人だと知っている。だから、このまま黙っていれば、内心はどうであれ、秀司は共同生活を続けてくれる。

(僕の傍に、いてくれる)

　なんて自分勝手なのだろうと、信悟は並べられた朝食を見た。白米に味噌汁、肉じゃが。だいたい、いつも昨夜の残りが朝食に出る。箸を取った信悟は、昨日のことが遠い昔みたいだと思った。

　出社をすれば、きっとリチャードは空色の瞳を愉快そうにきらめかせて、昨日はごちそうになったねと挨拶をしてくるだろう。そして今度はこちらがもてなす番だと、夕食に誘ってくるのではないか。

　そう考えた信悟の口から、ふっと言葉が漏れた。

「リチャードが」

　ぽつりと口に出した信悟は、茶碗に視線を落としたまま言った。

「もしかしたら、食事に誘ってくるかもしれない」

「じゃ、晩御飯はいらなくなるのか？」

「いや……その、わからないけれど……そうなったら、秀司も行くことになるから」

「ん？　なんでだ」

「料理を作ったのが、秀司だからだよ」

　顔を上げた信悟の視線は、秀司の目を微妙に避けていた。鼻のあたりに信悟の目線があるなと気づいて、秀司は微苦笑を浮かべた。

（やっぱ、昨日のキスが気まずいんだな）

　申し訳ないことをしたなと、秀司は息を吐いた。

（けど、後悔はしていない……俺は、信悟とキスがしたかった）

　心にウソはない。彼を愛しく感じている。子どもの頃の気持ちは、まだ友情と恋慕の区別がついていなかったからだと思い込んでいた。幼い時代のたわいないものだと考えていたが、再会して共に過ごす間に、昔から抱えていた想いは間違いなく恋情だったのだと気がついた。

（知られたら、マズイよなぁ）

　伝えずに過ごすために、昨日のような失態はしないでおこうと気を引きしめる。疲れたと不器用に甘えてくる信悟を抱きしめる日々に慣れて、調子に乗ってしまったのだ。キスをするにしたって、軽いもので止めておけばよかった。舌まで入れてしまったから、微妙な空気になったのだ。

　食事を終えた信悟が新聞を開き、秀司は食器を片づける。

「さっき言ってた、リチャードの誘いだけどさ」

「うん」

「俺も行くってなったら、なんか準備しておいたほうがいいのか？」

「準備って？」

「服装とかさ。どんなんでもいいのかなって」

　本社の上司の誘いとなれば、それなりの店に連れていかれるのではないかと思った秀司に、信悟はちょっと考えてから返事する。

「気負った場所には、ならないと思うけど……もしもそうなら、そう言うよ。ああ、でも、誘われても、今日じゃないかもしれないからね」

「そっか。そうだよな」

「まあ、連絡するよ」

「わかった。俺と信悟じゃなくて、会社の連中をまとめて誘うってなるかもしれないしな」

　そうなったら部外者の自分は行かないほうがいいと、秀司は食器を洗い終えて手を拭きながら考えた。

「どうだろうね。そうなったとしても、また別に席を設けそうだ。そういう人なんだよ、リチャードは」

「ずいぶんと、知っている感じだな」

　わずかな嫉妬が秀司の胸に生まれる。

「まあ、長い付き合いだからね」

　何気ない信悟のひと言に、秀司は嫉妬の炎を揺らめかせた。

「気安い相手なのか」

「気安い……そうだね。そうかもしれない。プライベートを共に過ごしてもいいと思える人ではあるかな」

　人付き合いが苦手な信悟にそこまで言わせる相手だったのかと、秀司はリチャードの笑顔を憎らしく脳裏によみがえらせた。

「本社の人間だと、接点もそうあるわけじゃないだろう」

「彼も僕も人事だからね。直接会うことは少ないけれど、やり取りは頻繁にしているよ。彼は優秀だから、学ぶ部分も多いしね。リチャードは各国を飛び回って、有能な人間を本社に引っ張っていく役もしているんだよ。だから人をきちんと知るために、各国の言葉を覚えたらしい。尊敬に値するよ」

「優秀な上に気さくで、人付き合いも得意だなんて、完璧だな」

　我知らず攻撃的な口調になってしまった秀司に、信悟が気づかないはずもなく、彼はいぶかしげに眉を持ち上げた。

「秀司？」

「ん？」

　自分の声音に滲んでしまった嫉妬に気づかず、秀司はキョトンとした。

　その表情に、何かあるのかと問えそうにないと判断して、信悟は薄く笑ってごまかした。

「いや、なんでもない」

　不満を抱えているようには見えないが、家政夫という立場に甘んじているわけではないのだろう。自分の境遇と、優秀な社員として各国を飛び回っているリチャードの立場を比べて、苛立っているのかもしれないと、秀司の声に潜む棘を分析した信悟は、彼との生活がいつか終わりを迎えてしまうと考え、怖くなった。

（そうだ……いつまでも、僕に雇われてくれているという保証はないんだ）

　日中、秀司が何をしているのかを信悟は知らない。ずっと家の中に籠もっているわけではないはずだ。話題に上ることがすべてではない。言わないだけで、就職活動をおこなっている可能性もある。むしろ、その確率は高いのではないか。

（一生、僕の世話に明け暮れるわけにはいかないだろうしね）

　新聞を畳んで立ち上がった信悟は、行ってきますと声をかけて玄関に向かった。

　通勤路を進みながら、リチャードはどうしてこの時期に日本にやってきたのだろうと考える。人事決定の時期にしては、少し妙だ。物販倉庫に新しい機械を導入してから三か月ほどが経過したところで、導入前には見えていなかった問題が出ているのではと気にしているのか。それにしたって、わざわざ視察に来るほどとは思えない。

（日本での状況を見て、他国でも導入するかどうかを検討するためにやってきた……というところかな）

　考えている間に会社に到着した。すでに来ていたリチャードが両腕を広げて、満面の笑みで「おはよう」と言ってくる。

「昨日は、ありがとう。実に有意義な時間だったよ」

　ふたりの会話に、オフィスにいる全員が聞き耳を立てている。中には内心、面白くないと考えている人物もいる。本社の人事に媚びを売っていると、嫉妬の念を含んだ視線をさりげなく向けてくる者がいた。

（そんな目をするのなら、自分が率先して接待役に名乗り出ればよかったんだ）

　フンと鼻を鳴らした信悟は、にこやかにリチャードに応じた。無用な争いは好きではないが、リチャードが満足したのは秀司のおかげだ。彼を誇る気持ちを抱えて、胸を張る。

「料理を作ったのも、もてなしたのも、すべて秀司です。僕は何もしていない」

　なるほどと、リチャードが首を動かす。

「彼は、元気かな」

「昨夜と変わらず、元気ですよ」

「それはよかった。昨日の礼に、君たちをディナーに招待したいんだが」

「今夜ですか？」

「都合が悪いのなら、後日でも。もちろん、人事部の食事会とは別に……個人的な返礼として招待させてもらうよ」

　わずかに考える間を作ってから、信悟は答えた。

「わかりました。秀司に連絡をしておきます。ただ彼は、姿勢を正していただくような席には慣れていません」

　わかっていると言いたげに、リチャードは口元をほころばせた。

「家庭料理を味わわせてもらったお礼に、ふさわしい店を考えておくよ。それじゃあ、今夜でいいかな？　ラフな服装でかまわない場所だと、秀司に伝えておいてくれ」

「わかりました」

　ポンッと軽く肩を叩かれた信悟は、細く長い息を吐いて秀司にメールを送った。すぐに了解という返事がくる。顔を上げれば、目の前の席にいる同僚に「うまくやったな」と、ニヤついた顔つきで言われた。軽く肩をすくめてパソコンを起動する。

（リチャードの性格を考えずに過剰にもてなそうとするから、僕に白羽の矢が立ったんじゃないか）

　本社から連絡をしてきた相手は、信悟なら妙な斟酌をしないだろうと考えて相談をしてきたのだ。まさか秀司が料理を作ると言い出すとは思わなかったが、これはいい機会だったのかもしれないと、ふっと思う。

（秀司の人柄を知って、社員に取り立てようと考えるかもしれない）

　同じ会社で働けるのなら、同居を続ける理由ができる。通勤がしやすい場所だし、互いに家事を分担し、家賃も折半すればいいと申し出れば、秀司は受け入れるのではないか。

（人に好かれる上に、きちんと相手を見る力のある秀司なら、人事に向いている）

　昔から、秀司は自然とリーダー役になっていた。秀司は初対面の相手であっても、親しげに声をかけてまっすぐに相手と向き合う。そんな彼の気質を慕って、彼の周囲には人が集まるのだ。

　この会社では、人間力や機転の力が重要視される。人事は特に、そうだ。解雇を言い渡した時の、不満の表情を浮かべるアルバイトたちをすぐに落ち着かせた秀司の手腕、人柄は評価されてしかるべきだ。柔和な態度でありながら、鋭く相手をえぐるように観察する目を持っているリチャードなら、彼の価値を見いだすはず。

（今回のことは、秀司にとっていいことなのかもしれない）

　夕食の席で、リチャードが彼を高く評価してくれることを、信悟は願った。

（僕にとっても……秀司といられる可能性が高くなるから、ありがたい）

　どうか彼の目にかないますようにと、信悟は部長とにこやかに会話をしているリチャードに目線を流した。





＊






　連絡を受けた秀司は、いくら気楽な場所だと言っても、普段通りの服で行くのは失礼だろうと買い物に出かけることにした。

　気負いすぎず、けれどもすっきりとした装いをしなければ、信悟に恥をかかせてしまう。なにせ相手は彼の上司。しかも本社の人事なのだから。

（どんなもんが、いいんだろうなぁ）

　着られればいいからと、服装にこだわったことのなかった秀司は、とりあえず大型ショッピングモールを目指した。そこなら服が見つかるだろう。わからなければ、店員に聞けばいい。

　平日の昼間ということで、ショッピングモールはそこそこ空いていた。適当にフラフラしながら、メンズファッションのフロアを目指す。ショップを見つけては中に入り、あれこれと物色してから次の店へと移動を繰り返すうちに、だんだんと何がいいのかわからなくなってきた。

　疲れたなぁと周囲を見回し、目に留まったチェーンのコーヒーショップに入った。コーヒーとパンを購入し、席に着く。ふうっと息をついて店内に視線を流すと、スーツではないがカジュアルとも言えない中間の服装をした青年の姿が目に入った。タブレットを触りながら眉間にシワを寄せている人物に見覚えがある。

（あれ、もしかして安田やすだじゃないか？）

　ピッキングアルバイトとして、一緒に働いていた安田ではないかと見ていると、視線に気づいた相手が顔を上げて「あっ」と口を丸くした。

「お久しぶりですね。どうしたんです？」

　腰を上げた安田が、ニコニコしながら秀司の向かいの席に移った。

「服を買いにきたんだけどさ、疲れちまって」

　なるほどと首を動かした安田の手元に目を置くと、これですかと軽くタブレットを持ち上げられた。

「就職活動中なんです。エントリーシートを作っているんですよ」

「へぇ？　それで作れるんだな」

「便利ですよねぇ。あちこちに応募していて、そのうちのひとつから声がかかって、これから面接なんです」

「スーツじゃなくていいのか」

　驚いて服装をながめると、ニッコリされた。

「オフィスカジュアルならいいって、言われているんです。会社によってはスーツじゃないほうがいいところもあるんですよ」

「へぇ」

　オフィスカジュアルというのかと、秀司は脳にメモをした。こういう服装なら、信悟に恥をかかせなくて済むだろう。

「いいこと聞いた。サンキュな」

「いえいえ。あ、もしかして藤堂さん、オフィスカジュアルな服を探してます？　それなら」

　ショッピングモールのどこに行けば、こういう服が置いてあるのかを教えてもらい、近況を伝え合って別れた秀司は、買い物を済ませてホクホク顔で帰路についた。

（これなら、問題ないだろう）

　いつもとは違った服装の自分を見て、信悟はどう思うかと想像し、早く待ち合わせの時間にならないかとワクワクした。










四











　待ち合わせ場所に現れた秀司の姿に、信悟はポカンと口を開いた。すっきりとしたオフィスカジュアルに身を包んだ彼の姿は、颯爽としていて人目を引いた。引き締まった体のラインと伸びた背筋が、服装と相まってより堂々として見える。通りすがりに投げかけられる女性の視線に頓着せずに、軽く片手を上げた秀司のさわやかな笑みに甘さを感じて、信悟の胸は軽くときめいた。

「そんな服、持っていたっけ」

　さりげなく問うた信悟のさざめく心音に、秀司は気づかない。

「買ってきたんだよ。変じゃないか？」

「まあ、いいんじゃない？」

　そっけなく言いながらも、信悟の胸は激しい鼓動を止めなかった。いつもより凛々しく見える彼が、大勢の前で堂々と発言をする様子を脳裏に描き、秀司がリチャードにスカウトされて、入社すればいいと願った。

（ずっと家政夫として傍にいてもらえないのなら、同僚として過ごしたい）

　一秒でも長く共にいたいと願う信悟の心中など知らない秀司は、日暮れの街を見回した。

「そんで、リチャードはどこにいるんだ？」

「先に行っておいてくれって。少し片づけたい仕事があるらしいよ」

「ふうん。大変だな」

　信悟の案内で、リチャードが指定した店に到着したふたりは、赤レンガ造りの古い建物をながめた。その店だけが、独特な雰囲気を放っている。古い時代の洋食屋、あるいは洋画に出てくる食堂といった風情だった。レンガ壁に銀色のプレートで店名が書かれている。

『ｃａｖｅ』

「なんて読むんだ。カベ？」

「ケイヴ。洞窟という意味だね」

「へぇ」

　眉を上げた秀司が扉を押すと、カランと低いベルの音がした。アーチ状の天井と、等間隔で壁にかけられているランプ型の電燈が、日常とは違う空気を醸していた。穏やかな顔つきの給仕にリチャードの名前を告げて、店奥の個室に案内される。テーブルの上には燭台が置かれており、本物のろうそくが灯されていた。壁のランプの明かりと合わさり、オレンジの柔らかな光で満たされた室内に入ったふたりは、給仕にイスを勧められて腰を下ろした。

「先に飲み物をお出しいたしましょうか」

「いえ、連れを待ちます」

　答えた信悟に頭を下げた給仕が部屋を出て、ふたりきりになると秀司は落ち着かない気持ちになった。

（こんなすごいところで食事とか、そうないよな。服を買っておいてよかった）

　背筋を伸ばした秀司は、目の端に信悟を映した。彼に恥をかかせなくてよかったと胸を撫で下ろす。

「緊張してる？」

　視線に気づいた信悟の問いに、秀司は「ちょっとな」と肩をすくめた。

「すげぇ高そうだし、なんか、秘密基地みたいだ」

「秘密基地」

　繰り返した信悟はふき出した。

「なんで笑うんだよ」

「いや……うん、秀司らしいなと思って」

　昔から戦隊ものやアクション系の作品が好きな秀司は、探偵ごっことかギャングごっこというものを遊びの場で提案していた。むろん、秀司以外の少年たちも楽しんでいたのだが、言い出すのはいつも秀司だった。変わっていないなと、信悟はほっこりする。

「俺らしい、か」

　つぶやいて、秀司は信悟に体を向けた。

「なに？」

「信悟は、立派になったよな」

「立派って……僕だって変わっていないよ」

「変わったって。昔のおまえなら、人前であんなふうに話すなんて、しなかっただろう」

　解雇通知をした時のことを言っているのだと、信悟は気がついた。

「それは、仕事だから」

「あまり人と接したりしなさそうな学者とか研究者とか、そういうもんになるんじゃないかと思ってた。あとは、作家とか？」

　クスクスと信悟が笑う。

「学者や研究者だって、発表の場はあるし、作家も集まりとかがあるんじゃないかな」

「ああ、まあ……そうだけどさ。けど、なんつうかなぁ。人事部っていうのは意外っていうか、がんばったんだなって感心した」

　まるで別れる前の会話みたいだと、信悟は冷ややかなものを背筋に感じた。

「僕はただ、自分ができることをしていただけだよ。そうしたら、なぜか人事部に配属されたんだ」

「優秀なんだな」

「必死に仕事をしているだけだよ」

　だから秀司がいてくれることが心強いのだと、信悟は気持ちを瞳に込めた。

　向けられる視線の中に強い信頼を感じた秀司が、求められ、頼られる喜びを噛みしめていると、ノックが聞こえた。

「やあ、お待たせ」

　リチャードがマリアと現れ、ふたりはイスから立ち上がった。

「お招きいただき、ありがとうございます」

　前に出た信悟が右手を差し出し、それに倣って秀司も礼を述べ握手を求めた。

「先にもてなしてもらったのは、こちらだからね。いや、ワガママを言ったという自覚はあるんだよ。これでもね」

　茶目っ気たっぷりにウインクをしたリチャードがマリアを席に促し、料理はもう頼んであるんだと言って、給仕に飲み物を運んでくれと告げる。ワインが出され、乾杯をするとオードブルがテーブルに並べられた。それぞれの前に出されるのではなく、大皿で提供される。

「気楽な食事がいいと思ってね。順番に出てくるが、食べたいものをチョイスして、好きなように食べてくれ」

　ナイフやフォークで気を張って食べなければならないのではと心配していた秀司は、よかったと顔をほころばせた。表情に気づいたリチャードが、ニコニコと声をかける。

「堅苦しいものは苦手だと信悟から聞いてね。こちらの家庭料理が味わいたいという注文に、見事に応えてくれた相手を招待するのだから、気楽なホームパーティーのような食事スタイルがいいだろうと考えたんだ」

　彼の話している間に、サラダやピザ、ローストビーフなどが運ばれてきた。それぞれ自分が食べたいものを皿に取り、歓談しながらワインも楽しむ。

「ところで、そのファッションはいいね、秀司。とてもよく似合っているよ。社内にいても、違和感なく馴染みそうだ」

　褒められて、秀司は照れくさそうにこめかみを掻いた。

「信悟から誘われるって聞いて、普段の恰好じゃマズイかもって急いで買いにいったんです」

「なるほど、そうか。君はきちんと場所に合った服装をしようと考えたんだな。ところで、このまま信悟の家政夫として生活をしていく気なのか？　それとも、就職を希望しているのかな」

　唐突に問われて、秀司は目をパチクリさせた。笑顔を崩さないままリチャードが目元を鋭くさせたのを、信悟は見逃さなかった。

（もしかして）

　自分の予想と希望が重なるのではないかと考えた信悟は、リチャードの口からこぼれる音を聞き逃すまいと耳を澄ませた。

「君の経歴を調べさせてもらったよ。初めて君を見た時に、ピンとくるものがあったんだ。人間というものは、まあ、だいたい初対面で受ける雰囲気というか、直観というか、そういうものから大幅に外れることはめったにない。置かれている状況によって変化をすることもあるが、秀司の場合は当てはまらないだろうと考えてね」

「はぁ」

　間の抜けた声を出して、秀司は小首をかしげた。彼が何を言わんとしているのか、さっぱりわからない。

「就職難ということで、君はうまく企業に入れなかったらしいね。それで、アルバイトをして過ごすことに決めた。貯めたお金で旅行をし、見聞を広めようとしていた。日本語しかできないのに、よく海外でバックパッカーをしていたね」

「身振り手振りで、だいたいは通じるって聞いていたし、簡単な会話の辞書みたいなものもあるし、アプリで翻訳だってできるので」

　スマートフォンのアプリを使えば、英語や中国語、韓国語だけでなく、ドイツ語やフランス語などの翻訳も簡単だと、秀司はスマートフォンを取り出してアプリを使用してみせた。

「なるほど。だから私を招くのにも、ためらいがなかったというわけか」

「人間同士だし、信悟がいれば通訳もしてもらえると思ったんです」

　信頼を込めた瞳で横を向いた秀司の頬に、誇らしさが浮かんでいる。

「君は信悟を頼もしく思っているんだな」

「こいつは不器用だけど、だからこそ正直で、努力家なんですよ」

　褒められて面映ゆくなった信悟は、視線をテーブルの上に流して、ワイングラスに指をかけた。

「そして次の旅行のために、我が社の倉庫のピッキングアルバイトになった。信悟が働いていると知っていたわけではないよね？」

「解雇通達があるまで、知りませんでした。すごい偶然もあるもんだって、驚きましたよ」

「なぜ、我が社のアルバイトに？」

「単純に、条件がよかったからです。時給もいいし、福利厚生もしっかりしている。実際、サービス残業なんてなかったし、バイトにもボーナスが出たし」

「日本の企業は、そうではないらしいね」

　眉をひそめたリチャードに、残念ながらと秀司はおどけた調子でわざとらしく顔をしかめた。

「ふむ。君はなかなか面白い人間だね。勤務態度も真面目で、人当たりもよかったらしい。解雇通達の時には、荒れかけた雰囲気をうまく収めたとも聞いている。人望もあったということだね」

「人望なんて……あれこれゴネたって、どうしようもないものは、どうしようもないって言っただけです。それよりも、これからどうしたらいいかって考えるほうが有益だって話をしただけですよ」

「ポジティブでクレバー。感情に流されず、人を説得できるだけの力量もある。なぁ、秀司。さっきも聞いたが、君はこのまま家政夫として一生を過ごすつもりなのかな。それとも、どこかの企業に就職をする気がある？」

　来た、と信悟は身構えた。自分のことのように緊張をする彼とはうらはらに、秀司はゆったりとした態度のまま、うーんと視線を斜め上に向けた。

「まあ、いつかはそうしなきゃなぁとは考えていますけど」

　今の生活を手放したくないと、心の中でつけ加えた秀司の頭の中には、信悟を抱きしめた時の質感と、一度だけのキスの官能があった。あれからハグすらもしていないが、信悟が自分をいらないと言うまでは、離れたくない。

　はっきりしない秀司の返答に、リチャードは軽くうなずいて前かがみになり、指を組んで口元を隠した。

「我が社に入らないか、秀司」

「えっ」

　驚く秀司と、やはりそうかと納得をする信悟を交互に見て、リチャードは言葉を続ける。

「ひとり、本社に引き抜くことに決まってね。その跡を継ぐ人物を見つけなければならないんだが……秀司、君なら適任だろうと考えたんだ」

「ちょ、え……ちょっと、待ってくださいよ……俺？　いきなり言われても……あ、面接を受ける気はないかってことですか」

　いいやとリチャードは首を振った。

「面接は、とっくに終わっているよ。君のかつての勤務態度と、解雇通知の時の振る舞い。それに対する周囲の反応。あとは、昨日の私たち夫婦への対応がそれだ」

「それだって言われても」

　困惑して隣を見た秀司は、励ます顔の信悟にますます困った。

（信悟とおなじ会社で働けるってのは魅力的だけど、家のことはどうなるんだ）

　入社をしても同居ができるのならば問題はないが、社員になるのなら家政夫の契約は解消だと言われるのは困る。

「仕事の内容だって、さっぱりわかりませんし」

　信悟を見ながら返事をする秀司に、リチャードは「心配はいらない」と組んでいた指をほどいた。

「誰でも、仕事を始める時は初心者だ。私たち人事は適性を見極めて配置をするのが仕事でね。入社後はきちんと教育をする体制が整っている。君が決断をすれば、明日にでも入社手続きを済ませて、勤務ができるように手配はしてある」

「たしかに、いい話だとは思いますけど、急に言われても」

　困惑気味の秀司からリチャードの視線が外れ、信悟に移った。

「それで、信悟。本社への異動のことなんだが……いいかな」

「ええ、かまいません」

　プライベートに仕事を持ち込まないはずのリチャードが、社外で話題にするのだから、内々の通達なのだろうと信悟は背筋を正した。秀司への申し出もそうだが、今回の人事はまだ公にできないものなのだ。

（断られた場合、次に白羽の矢を立てられた人間が気まずい思いをしないよう、個人的に打診をしてほしいということだろう）

　いったい誰を本社に引き抜くつもりなのかと、脳裏に数名を浮かべた信悟にリチャードは言った。

「時差に慣れるために一か月ほど、休暇を取ってもらう。新しい生活に慣れる時間も必要だからね。環境が変われば、仕事はおなじでも目に見えない精神的な負担がかかる。人事という繊細な気遣いを要する仕事であれば、なおさら当人のメンタルケアは重要だ」

「なるほど。そうですね」

　海外赴任となると、生活習慣がまったく変わってしまう。知り合いは社内だけ、しかも、おそらくリチャードのほかは初対面と言ってもさしつかえない状況になるはずだ。家族のいる人間なら、離れて過ごすこととなる。さみしさもひとしおだろう。それに慣れて落ち着くための休暇を取って、勤務に臨ませる気遣いをするほど、相手を高く買っているという証拠だ。

（誰だろう）

　人事と言っていたから、おなじ部署の人間だ。海外赴任をさせるとなれば、自分と同期か、その周辺の人間ではないか。該当しそうな人物を思い浮かべて、どう打診をするかと考える信悟の耳に、リチャードの声が届いた。

「出立は一週間後。こちらの視察を終えて、私が帰国をする時に一緒に来てもらう。向こうでの住まいは手配をしてあるから、心配をしなくてもいい。上にはすでに報告済みだ。君と仕事ができることを、うれしく思うよ」

　ニッコリされて、信悟はポカンとした。何も言えないでいる彼に、リチャードは念を押す。

「君が本社に異動をするんだ。言葉は通じるし、君の能力は本社でも高く評価されている。その君の抜けた穴に、秀司が入るんだよ」

　穏やかだが有無を言わせぬ威厳に満ちたリチャードの声に、秀司もまた絶句した。

「さて、仕事の話はこれで終わりだ。食事の続きを楽しむとしようじゃないか」

　朗らかに手のひらを叩いて区切りをつけたリチャードに促され、食事を再開したふたりだったが、突然の人事通告に意識を奪われ、料理の味など少しもわからなくなっていた。
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　ぼんやりしたまま食事会を終えて帰宅したふたりは、秀司はキッチン、信悟はソファに落ち着いて、それぞれ深いため息をこぼした。指を組んで額を乗せた信悟は、突然の人事の通告に眉間にシワを寄せ、秀司は気持ちを切り替えるためにコーヒーを淹れる。

　ふくよかなコーヒーの香りを深く吸い込んだ秀司は、自分のカップと信悟のカップを手に、ソファに移動した。

「コーヒー、飲むだろ？」

「ありがとう」

　目の前に差し出されたコーヒーカップを受け取った信悟が顔を上げもしない様子を、秀司は見つめる。

（いきなり日本を離れろって言われたら、困惑するよなぁ）

　住み慣れた場所どころか、国を離れなければならないのだから。しかも出発は一週間後だ。人見知りの信悟にはつらいだろうと心中を推し量る。

（けど、断れはしないよなぁ）

　会社員というものは日本でも外国でも、きっとそういうものだろう。一週間後には、信悟は遠い場所に行ってしまう。見知らぬ土地で、慣れない生活をしなければならない信悟の傍にいたいが、家政夫としてついていくという選択肢は、おそらく無い。

（わざわざ俺を連れていく理由なんて、ないよな）

　あってほしいと願う気持ちが、秀司の心の奥で疼いている。傍にいてほしいと頼まれたい。傍にいたいと抱きしめたい。共に行きたい。行かせてほしい。向こうでの生活のなぐさめになりたい。知り合いがひとりでもいれば、心強いはずだ。

（いや、違う……そうじゃない。俺が、信悟といたいんだ）

　彼と離れたくない。ふたりの生活を終わりにしたくない。だが、自分から言い出すことはできない。

（俺は、雇われている側だ）

　雇い主の信悟に求められなければ、行くことはできない。

　吐息でコーヒーの表面を揺らした秀司の頬に、チラリと信悟の視線が触れる。

　考え事をしているらしい秀司を見ながら、信悟はリチャードの提案を反芻した。

（僕が本社に行き、その後に秀司が入る）

　喜ばしいことだ。自分にとっては出世であり、秀司は就職先を手に入れられる。彼が社員としてスカウトされるようにと願った通りに、リチャードは秀司を高く評価した。

（断る理由はない）

　リチャードの申し出を断れるほどの、表立った理由はない。

（だけど、僕は……秀司と離れたくない）

　気持ちのままに行動ができるのなら、本社異動の話を蹴るか、共に来てくれと秀司に頼みたい。しかし、どちらも彼の将来を阻む結果にしかならない。秀司の未来を考えれば、自分は本社に行き、空いたイスに秀司を座らせることが最良だ。

（秀司との生活が、終わってしまう）

　帰宅をすれば秀司が笑顔で迎えてくれる日々が、無くなってしまう。ほかの誰と離れることも、生活習慣のまったく違う場所に行かなければならないことも、秀司と離れることに比べれば、どうってことはない。

（再会する前の生活に、戻るだけだ）

　自分に言い聞かせる信悟の心に、さみしさの突風がよぎった。もしも秀司と再び会うことがなかったら、一週間後の出立どころか、明日の出立だと言われても受け入れていた。離れることを惜しむほどに親しんでいる人間など、ひとりもいなかったからだ。しかし今は、一方的ではあっても、秀司と離れがたく感じている。

（こんなこと、言えるわけがない）

　困らせてしまう。だが、この気持ちを伝えないまま遠い場所に行くのは嫌だ。

（どうすればいい）

　コーヒーに口をつけて、横目で秀司を見た信悟は、気遣いの視線とぶつかった。

「大丈夫か？」

「え」

「いきなり外国に転勤とか、しんどいって考えてんだろ？」

　入社できることを喜ぶよりも先に、気遣ってくれる秀司の気持ちに信悟は泣きそうになった。

　一方、わずかに潤んだ信悟の目を見て、やっぱりと秀司は胸を鈍く痛ませる。

（本社への異動ってのは、出世なんだろうけど。不安だよなぁ）

　ついて行きたい。共に来てほしいと頼まれたい。共に行きたいと伝えたい。

（けど、負担になるだけだよな）

　心配は無用だと断られるのではないか。昔のままの自分ではないと、腹を立てられるかもしれない。守られなければならない弱者のままではない。気を遣われるいわれはない、と。

（好きだから一緒に居たい、なんて……言えないしな）

　言えれば、どれほど楽だろう。むしろ言ってしまおうか。あと少し、一週間しか共に過ごせないのなら、気持ちを打ち明けてすっきりしてみるという手もある。

（いいや、ダメだ）

　あと一週間が気まずいものになってしまう。告白した瞬間、出ていけと言われるかもしれない。

（なんせ俺は、前科があるからな）

　深いキスをして欲望をたぎらせてしまった。あれはそういうことだったのかと追い出されるに決まっている。それなら黙ったままで、友人の立ち位置を守ったほうがいい。出立までの短い時間を失いたくはない。

（もしも、信悟が甘えてくれれば）

　不安を吐露して、キスをする前のように癒やしのハグを求めてくれればと、秀司は無意識に腕を広げていた。

　自分を受け止める体勢を取った秀司に息を呑んだ信悟は、胸を苦しくさせた。

（ああ、好きだ）

　飛び込んで、甘えたい。気持ちを告げたいと切に願う。キスの記憶がよみがえり、その後の自慰を思い出して自己嫌悪に陥りながらも、今ならまたキスをしてもらえるのではと考える。

（ハフレ……ハグをする友人の先が、キスフレ……その先が、セフレ……それでもいい。たった一度きりでもいい……秀司に求められるのなら）

　自分の心はずっと秀司に向いている。彼と会わなくなってからも、忘れたことはなかった。想いを振り切ろうと告白をしてきた相手と付き合ってみたこともある。だが、秀司ほどに心を揺さぶられる相手はいなかった。幼い頃のたわいない憧れの気持ちを、恋だと勘違いしているだけだと思い込もうとしていた。だが、違う。あのキスで、確信してしまった。

（僕は、秀司が好きだ）

　彼を求めている。だが、彼が求めてくれないのなら、示すことはできない。負担になりたくない。

（だけど……でも……秀司は今、僕を抱きしめようと、なぐさめようとしてくれている）

　ならば素直に甘えようと、信悟は秀司の胸に倒れ込んだ。




　腕の中に落ちてきた信悟を抱きしめた秀司は、この心地いい重みを失いたくないと、胸の奥に苦くて甘いぬくもりを膨らませた。

（離れたくない）

　その想いが秀司の腕に力を与え、信悟を強く締め付ける。

　信悟はその強さに目を閉じて、秀司の腕にこのまま抱き潰されたいと願った。

（ずっと、こうしていたい）

　現実は刻々と流れていく。いつまでも、ふたりでいられるわけではない。リチャードが帰国をする時に、否応なく信悟は本社へ異動となる。これから準備で忙しくなるだろう。秀司も入社に向けての支度があるし、明日からでも出社をして引き継ぎの研修を受けたほうがいい。異動となる信悟と入れ替わりの入社なのだから。

　顔を上げた信悟は、湧き上がる想いと寂しさに突き動かされて、秀司の唇を求めた。首を伸ばして軽く顔を寄せると、秀司はわずかに目を見開いて、すぐに応じた。

「んっ、ん」

　淡いキスが繰り返される。性急にならないように、秀司は慎重に信悟の様子をうかがった。信悟にはそれがもどかしく、自ら口を開いて舌を伸ばした。求められて、秀司は信悟の口内に舌を差し込み、内側を愛撫した。

「んっ、ふ……う……んっ、んんっ」

　体を引き寄せた秀司は、しなやかに寄り添う信悟の口腔を深く乱した。上顎や頬裏、歯茎や舌を刺激される信悟の体は熱くなり、彼の反応に興奮した秀司の中心が硬くなった。

「は、ぁ……んっ、秀司」

　キスを受ける信悟は身をくねらせて、自ら上着をずり上げた。秀司の服の中に手を入れて、素肌が欲しいと訴える。

　積極的な反応にとまどいつつも、秀司は誘いに応じた。上着を脱ぎ棄て、信悟の服を剥ぎ取って首筋に柔らかく噛みついて、肌を味わう。

「う、あ、あ……秀司……は、ぁ」

　与えられる愛撫と体温に、信悟はめまいを覚えるほどに興奮した。チロチロと夢中で乳嘴にたわむれる秀司の舌技に、信悟の意識は快楽に濁される。

「ぁ、う……はぁ、あっ、あ」

　胸への刺激が全身に広がって、肉欲の象徴を疼かせるなんて信悟は知らなかった。舌に突起を転がされるたびに、触れられていない情欲が硬く熱くなっていく。

「んっ、ふ……ぁ、ああ……秀司、あっ、あ」

　愛撫をしながら、秀司もまた欲望を凝らせていた。脈打つ部分が存在を主張して、ズボンが窮屈になる。だが、それをむき出しにするほど理性を完全に失ったわけではなかった。信悟の反応を気にしながら、乳首を愛撫していた秀司は手を動かして愛しい相手の輪郭をなぞり、下肢に触れた。

（信悟も、反応している）

　どういう心情で愛撫を受けているのかは、わからない。もしかしたら自分と同じ気持ちなのかもしれないと、希望が浮かぶ。しかし同時に、ただ気持ちのなぐさめのために、愛撫を求めているだけなのかもしれないとも考えた。

（ハグだけじゃ足りないくらい、混乱をしているのかもしれない）

　いきなり本社に行けと言われて、異国での生活を求められているのだから、心の負担やとまどいは相当なもののはず。それをうまく発散できなくて、解消をする方法を求めて身をゆだねているだけではないのか。

（出すもん出すと、すっきりするもんな）

　ならば思い切り出させてやろうと、秀司は信悟のズボンに手をかけて、彼が羞恥を覚える前にと下着ごと剥ぎ取った。

「あっ、秀司」

　小さく叫んだ信悟が止めようとするよりも先に、秀司は健気に頭をもたげて震える箇所を口に含んだ。

「ふぁ、あっ、は、ああっ、ん」

　あたたかなものに欲情を包まれて、信悟はめくるめく快感に目を回した。肉欲を愛しい人に食べられているという事実に、意識がグラグラと揺れている。急所を優しく愛撫される快感に目頭を熱くして、刺激を追い求めた。

「んぁ、あっ、ああ……はっ、ぁ、あ、秀司……っ、ぃい」

　切なく響く信悟の声に、秀司の欲望ははち切れそうなほどに膨らんだ。怒張する箇所が表に出せと脈打っている。口内の熱情と己の劣情が脳裏でひとつとなって、耐えられなくなった秀司は本能をむき出しにした。顔を上げて自分の唾液と先走りで濡れそぼった信悟の欲と、猛る自分の熱情とを重ねて握り、擦り合わせる。

「ひぁ、あっ、は……ぁううっ、んっ、秀司ぃ」

　灼熱の肉欲を重ねられて、信悟は腕を伸ばした。秀司も興奮をしてくれているのだとわかって、うれしくてたまらない。秀司の肩に手を乗せた信悟は、彼を引き寄せて唇を求めた。

「信悟」

　熱っぽい声を出して、秀司は信悟の唇をむさぼった。呼気すらも奪うほどの激しいキスに、信悟は体をよじって歓喜を示す。秀司の手の中でふたつの欲情が先走りをしたたらせ、脈打ちながら極まりを目指していく。

「んっ、う……は、ぁあ、秀司っ、あ、あん」

「ふ、信悟……んっ、う」

　唇を重ねて、舌を絡めて、腰をくねらせて絶頂へと駆け上る。先端のクビレが強く擦れて、信悟は体を硬直させて想いのしぶきをほとばしらせた。

「ぅ、はぁあ」

「く、っ」

　追いかけるように、秀司も絶頂を迎える。ドクンと脈打った箇所から噴き出したものは、信悟の腹を濡らした。温かな秀司の欲望を感じた信悟は、秀司のぬくもりを腹の上ではなく深い場所で味わいたくなった。

（どうしよう……もっと、欲しい。だけど）

　不安を抱えながら、信悟はゆるゆると脚を開いて秀司を求めた。視線に想いを込めて見つめれば、ごくりと喉を鳴らした秀司が噴き出した欲液を指に集めて、信悟の尻の谷を擦った。

「んっ、ぁ」

　濡れた秀司の指が、信悟のすぼまりに触れる。

（秀司は、する気があるんだ）

　期待を昂らせて、信悟は秀司の腰に脚を絡めた。

（いいのか、信悟……俺を、入れても）

　ドキドキしながら、秀司は狭い箇所に指を押し込んだ。

「あっ、は、んぅう……ふ、ぁあ」

　繊細な部分を壊さないように、秀司は慎重に指を動かした。ヒクヒクと絡みつく肉壁が、指を奥へと誘っている。この中へ入りたいと、秀司は劣情をたぎらせた。

「信悟……っ」

　想いに胸を押しつぶされそうになりながら、秀司は丁寧に信悟の内側をほぐしていく。早くこの中に埋まりたい。ひとつになり、想いを遂げたいと願いながら、誘うように指に吸い付き、わなないている肉壁にうっとりとする。

　互いの欲望が力を取り戻し、再び先走りを滲ませる頃には、我慢の限界に達していた。秀司は信悟の脚の間に腰を進めて、熱視線で許諾を求める。言葉を発する余裕もないほど、秀司は想いと劣情に捉われていた。

（こんな顔で、僕を求めてくれるなんて）

　感動に喉を震わせる信悟もまた、言葉を発する余裕などなかった。瞳に気持ちを乗せて、秀司の視線を受け止める。

　ゴクリと喉を鳴らして、秀司はゆっくりと肉欲の熱で信悟を拓いた。キュッと欲の先端を呑み込んで収縮した肉壁は、ゆるゆると波打って欲望を奥へと導く。望まれるままに、秀司は腰を進めた。

「はっ、ぁ……ふ、ぅう……んっ、ぁ、は」

　震える息に音を乗せて、しなやかに背をそらしながら秀司を受け止める信悟は、恋しい人を呑み込んだ感激に涙をこぼした。

「ふ、ぁ、秀司」

「大丈夫か」

「ん……っ」

　小さくうめいた信悟は、大丈夫だと示すために首を伸ばしてキスをした。うなずいた秀司が、ゆるゆると腰を動かす。体内すべてを支配されているような感覚に、信悟は歓喜の吐息を漏らした。

「んっ、はぁ……あっ、あ」

　眉根を寄せて苦しげに息を乱す秀司の姿に、信悟はこのまま死んでもいいとさえ思った。自分を求めてくれている秀司の顔を間近に見て、彼の存在を体内に深く感じて、息遣いを唇で味わいながら命を終えられるなら、最高だ。

（離れたくない）

　どうして、こんな幸運を手に入れられたのか。これはきっと、奇跡に違いない。もう二度と来ない瞬間ならば、時を止めてしまいたい。

　切なる願いをあふれさせた信悟は、秀司にすがりついた。

「んっ、ぁ、は、ぁ、ああっ、ひ……ぁ、はんっ、は、ぁううっ」

　細く高い断続的な信悟の嬌声に、秀司の欲望は際限なく肥大した。想いと結合している獣欲の激しさは止めようがなく、一心不乱に信悟のすべてを己のものにするために追い立てる。

「ぁううっ、ひっ、んぁ、あっ、あ……ああっ、あ、く、ぅ、秀司ぃ、あっ、ああ」

　翻弄される信悟は、必死に秀司にしがみついて激しい攻めを受け止めた。頭の中が快楽にかき回される。愛しい人に求められているのだと、心が痛むほどの喜びに包まれた。

「ふ、ぁあっ、あ、秀司、あっ、あ」

　汗が滲むほどに欲しがってくれていると、信悟は唇を笑みにゆがめた。ガツガツと激しく追い立ててくる秀司の熱量に支配され、白くまばゆい幸福の閃光にみまわれる。

「っ、は、ぁあああああっ！」

　ドクンと脈打ち、体をそらして高く長く快感の遠吠えを響かせた。信悟の嬌声に鼓膜を打たれた秀司も、恍惚のうめきを漏らして絶頂を迎えた。

　ビクビクと痙攣し、弾けた余韻がゆっくりと収束していく。遠のいていく悦楽を追いかけるために、信悟は目を閉じて幸福を噛みしめた。

　うっすらと笑みを浮かべる信悟を見つめた秀司は、しっとりと汗に濡れた肌を重ねて心のままにつぶやいた。

「愛している」

　ビクリと身をこわばらせて目を開けた信悟に、秀司は困ったように眉を下げて笑いかけた。体を繋げてから言うものではない。だが、繋げたことで心のタガが外れてしまった。伝えずに終わるなんてできやしない。

「信悟……ごめんな。俺、おまえが好きなんだ」

　腕の中にいる信悟の震えを怯えだと勘違いしながら、秀司は繰り返し胸から喉へと突き上がる気持ちを伝えた。

（まさか、そんな）

　驚愕する信悟は、繰り返される告白に返事ができないでいた。混乱する思考を必死にめぐらせて、状況を把握しようとする。

　きっとこれは、都合のいい夢だ。あるいは体を繋げたことで、秀司は勘違いをしているのかもしれない。肉欲に気持ちが引きずられて、勝手に口をついて出てしまっただけなのだ。

（だけど、そうだったとしても）

　うれしいと、信悟は嗚咽を漏らした。夢なら醒めないでほしい。自分を求める秀司を見られただけでなく、体を繋げられた。それを充分すぎるほどの宝物として、胸に抱えて本社に行こうとしていた気持ちが欲を出す。

（離れたくない）

　ずっと、こうして秀司の腕に包まれていたい。彼のキスを受けて、指を絡めて、欲情を示してくれた彼の肉欲を体の奥で抱きしめて、受け止めたい。

　涙を流す信悟の目じりを、秀司が唇でなぐさめる。ショックを与えてしまったかと考える秀司に、幸福に包まれながらも告白を信じ切れていない信悟の心の揺れは伝わっていない。けれど信悟は、自分の想いは秀司に知られていたのだと思った。抱いてくれたのも、愛していると言ってくれたのも、海外赴任する自分への手向けなのだと結論づける。優しい秀司は気持ちに気づいて、最初で最後のプレゼントとして抱いてくれたのだと考えた。

「ありがとう」

　勘違いをしたまま礼を言った信悟の言葉を、秀司は両想いだったのだと理解した。ほほえんで、信悟の頬にキスをした秀司は安堵の息を漏らす。

「よかった」

「僕も」

　微妙にすれ違ったまま、ふたりはそれぞれに満たされて体を離し、シャワーを浴びて共にベッドで横になった。
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　翌日、リチャードを家に呼んでくれと信悟に頼んだ秀司は、今夜の献立は何にしようかと考えながら、スーパーをうろついていた。

（和食がいいかな。けど、俺、そんなにレパートリー無いからなぁ）

　ナントカの素を使ったものも、ある意味では一般的な家庭の食卓だろうと思ったが、どうせならとカレーのルゥに手を伸ばす。

（これなら、家庭料理と言ったっていいだろう）

　各家庭によって具材の大きさや取り合わせ、ルゥの組み合わせなどが違ってくるし、隠し味でアレンジだってする。子どもの頃から、家の白米で何が一番好きかと問われて、カレーと答える者は少なくなかった。

　いい考えだと満足しながら野菜と肉を選び、ふと思いついて缶ビールと缶チューハイを籠に追加した。

（社員になる話は断ろう）

　信悟の傍にいたいと伝えて、彼と共に旅立つのだ。家政夫としてではなく、人生のパートナーとして。想いを繋げたのだから、信悟に異論はないはずだ。こういう話をする時に、アルコールがあれば話しやすいのではと考えての購入だった。

（リチャードさんは、怒るかなぁ）

　彼の性格はよく知らないが、人を見る目はありそうだ。能力を引き出して導く力もあるのだろう。だから本社の人事を任されている。だったら、自分の気持ちも酌んで

くれるはずだ。

（ま、怒られたって、かまわねぇか）

　自分の人生を決めるのは自分なのだからと、秀司は上機嫌でマンションに戻った。




　そう秀司が考えている頃、信悟は時計をチラチラと気にしながら、秀司は何をするつもりなのかと気にしていた。

（家にリチャードを招きたい、だなんて）

　別れの食事会でもしようと思っているのか。

　もしもそうならと考えて、信悟は顔をしかめた。体を繋げ、ウソでも愛していると言ってもらえた喜びを胸に、普段通りに過ごして出立したかった。はっきりと別れを意識する行為は避けていたい。マンションは名義を換えて、秀司に住んでもらうつもりでいる。荷物は最低限の身の回りのもの以外は持っていかない。すぐに戻る顔をして出立したい。実際には、二度と同居ができなかったとしても。

（女々しいな）

　いつか、という希望を持っていたい。しかし秀司は、きっと別れの会をしたがるだろう。区切りをきっちりとつけて、次を見据える人なのだ。未練がましく引きずっていたがる自分とは違う。

　深いため息をついて、信悟は唇に指を乗せた。キスの感覚は忘れたくなくとも、時間が経つごとに遠ざかっていってしまう。繋げた体が離れた時は、空白となった箇所に生々しく名残を感じていたのに、ひと晩眠れば存在感は薄くなり、今はもうまったく無くなってしまっていた。

（でも、前とは違う）

　自分の体は明らかに変わってしまったと、実感していた。抱かれる前の自分とは、違う人間になったのではないかと思うほどに、何かが変化していた。具体的には説明できない、感覚的なものだ。たしかに秀司に抱かれたという実感を与えてくれる、かけがえのないものが体の奥底にひっそりと存在している。

「信悟」

　呼びかけられて顔を上げると、笑顔のリチャードに会議室を示された。扉の前には部長が立っている。具体的な異動の話をされるのだと察して、信悟は仕事を中断して立ち上がった。
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　廊下を歩いている時から、カレーの匂いはただよっていた。近隣に夕食をカレーにした家があるのかと思いながら扉を開けると、鼻孔にたっぷりといい香りが吹き寄せてきた。カレーを作っていたのは秀司だったのかと、信悟は振り向く。

「廊下に広がっていた匂いの正体は、今夜の夕食ですよ」

　ニッコリしてうなずいたリチャードの隣には、彼の妻がいる。楽しみだわと英語で言った彼女に笑みを返して、信悟は「ただいま」と言いながら靴を脱いだ。

　リチャード夫妻と共にリビングに入った信悟に、秀司は満面の笑みで「おかえり」と言い、客人には「いらっしゃい」と声をかけた。

　席に座っていてくれと告げた秀司の傍に、信悟が向かう。夫婦は彼らが手分けして、もてなしの食卓を整える姿を、ほほえましく見守った。

　テーブルにサラダとカレーが並び、缶チューハイと缶ビールが置かれる。乾杯をして食事をはじめたが、秀司はなぜリチャード夫妻を招いたのかをなかなか言わない。

　歓談の中、信悟は秀司が何を言うのかを探っていた。そして秀司は、話を切り出すタイミングを測っていた。

　食事が終わり、食器を片づけてコーヒーを淹れる。リチャード夫婦は、言葉を交わさなくとも自然と共同作業をしているふたりの姿に、意味深な視線を交わし合った。

　秀司がコーヒーを運び、信悟がデザートのケーキを並べる。席に着いて背筋を伸ばした秀司は深呼吸をして、リチャードをまっすぐに見つめた。

「あの、リチャードさん。俺、社員にはなりません」

　唐突な言葉に驚いた信悟は、リチャードが穏やかな顔で秀司を見つめていることをいぶかしんだ。まるで初めから、秀司が断るのを予測していたかのようだ。

「理由は？　聞かせてもらえるだろう？」

　静かなリチャードの声は、子どもの希望を促す優しい父親のように柔和だった。

「俺は、信悟の傍にいます。自分の分の渡航費は出しますから、飛行機の手配は俺の分も一緒にしてもらえますか？」

「何を言っているんだ！」

　そこまで聞いて、やっと事態を把握した信悟は机を叩いて立ち上がり、秀司を見下ろした。キョトンとする秀司の能天気な雰囲気に苛立つ。

「せっかくの社員登用の話を、どうして蹴るんだ。しかも理由が、僕の傍にいるって……なんだよ、それ！　どうして」

　言いながら、あれっと信悟は口をつぐんだ。

（僕の傍にいるから、社員にならない？）

　途切れた信悟の怒気の合間に、秀司はムッとして口を尖らせる。

「どうしてって、ひとりで行かせたくないからだろ。一緒にいたいから、断るんだ」

　絶句してしまった信悟の耳に、クスクスと軽やかな笑い声が届いた。リチャードがマリアとふたりで笑っている。ニヤニヤしているリチャードと、楽しそうなマリアの姿に信悟は眉をひそめた。

「何が、おかしいんですか？」

　顔をしかめた信悟に、リチャードは大げさに「やれやれ」と肩をすくめて手のひらを持ち上げた。

「君たちはパートナーだろう？　人事を言い渡した後に、彼女に叱られてしまったんだよ。あんなことを言って、どちらかが必ず断ってきますよってね。断るのは信悟かと思っていたが、秀司だったとは」

　ふたりはしばらく呆然としてから、リチャードの言葉の意味を把握して真っ赤になった。

「いや、パートナーって、ええと……その、なんていうか」

　慌てる秀司に、いいんだとリチャードは手のひらを向けた。

「見ていてすぐにわかったと、彼女は言ったよ。今日のふたりの様子を見て、なるほどと納得をした。私もまだまだ、人を見る目が甘いということだね」

　日本語がわからないはずのマリアが、得意そうにリチャードを見る。リチャードは妻の頬にキスをしてから、言葉を続けた。

「まあ、そういうわけで、秀司の申し出は受け入れよう。信悟をひとりで住み慣れた場所から引き離し、見知らぬ土地で生活させるよりも、親しい秀司が共に過ごしてくれるほうが、精神的にも安定するだろう。人事は冷静な目が必要だ。判断する人間が不安定では、公平な審査ができなくなる可能性は高い。君の申し出は我が社にとっては、まあ……優秀な社員を手に入れられなかった損失と、私の後進を育てるためには必要という意味での利益とを比べれば、相殺というところかな」

　あっさりと秀司の希望を受け入れたリチャードに、秀司はガリガリと決まり悪そうに頭を掻いた。

「つまり、ええと……マリアさんは、俺と信悟がそういう仲だと思って、リチャードさんにどっちかが断るって言ったってこと……ですよね」

「そういうことだ。さすが私の妻だ」

　誇らしげに妻の肩を抱き寄せたリチャードに苦笑を浮かべて、秀司はポカンと突っ立ったままの信悟の腕を引いた。

　糸の切れた操り人形のように、ストンと着席した信悟は我に返って真っ赤になり、両手で顔を覆ってうつむく。

（なんてことだ）

　あの時の告白は本心だったのかと、驚きと共に喜びが湧き上がり、口元が緩むのを抑えられない。

　顔を上げない信悟の背中に手を置いて、秀司は眉尻を下げた。

（誘いを断るって相談しなかったから、怒ってんのか？）

　困ったなと視線でリチャードに口添えを求めるが、彼は優雅な仕草でコーヒーを含んでいた。助けてくれそうにないと判断して、自分たちの問題だしなと気持ちを切り替える。

「なあ、信悟」

　呼びかけた秀司に信悟が返事をする前に、リチャード夫妻は席を立った。

「今後の話をするのなら、私たちは邪魔だろうから失礼するよ。見送りはいらない。ごちそうさま。明日はこちらが夕食に招待しよう。そこで結果を聞かせてもらう。ああ、明日は休みでかまわないよ、信悟。準備のための休暇だと報告をしておくからね。ふたりでゆっくりと、話し合うといい」

　いたずらっぽくウインクをしたリチャードは、妻と軽いキスを交わして帰っていった。秀司は、キラッと光ったリチャードの青い瞳が、自分たちのように睦まじく過ごすといいと言っている気がした。

（何から切り出せばいいんだ？）

　上司が帰るというのに、うつむいたまま身動きもしなかった信悟を見て、秀司はうなった。

（ついて行くなんて勝手に決めて報告されたら、自分の頭越しに物事を決めるなって腹も立てるか）

　両手で顔を隠したままの信悟は、怒りを必死に抑えているのだろう。驚かせて喜ばせようと考えたのだが、裏目に出てしまった。そう思った秀司は、バツが悪くなった。秀司はこめかみを掻いて、おそるおそる声をかけた。

「なあ、信悟」

「どうして、勝手に決めてしまうんだ」

　ピシャリと言われ、やっぱり怒っているのだと秀司は頬をひきつらせた。めったに感情を表す信悟ではないが、だからこそ恐ろしいと知っている。今後の人生を決めると言っても過言ではない問題に、ひとりで回答を出したのだから腹を立てられて当然だと、叱られる覚悟を決めた。

「傍にいたいからだ」

　きっぱりと言い切った秀司の顔を、信悟はそろそろと顔を上げてながめた。真剣そのものの表情からは、真実があふれ出ている。間違いなく自分を想ってくれているのだと胸を突かれて、信悟は下唇を噛んだ。

　顔をゆがませた信悟の肩を掴んで、秀司は視線をしっかりと重ね合わせた。

「せっかく両想いになれたんだ。遠距離なんて、これ以上は耐えられない。だから、一緒に行く。いいだろう？」

「これ以上はって、再会をしてまだ半年も経っていないよ」

「会わなかった間も、ずっと俺は信悟が好きだったんだ。意識はしていなかったけど、再会してわかった。十何年も離れていたんだ。あきらめていたのに、想いが通じたんだ。一秒だって、離れていられるかよ」

　吐き捨てるように言った秀司は、強く信悟を抱きしめた。しっかりと腕の中に包まれた信悟の唇が、強く揺さぶられた心のように細かく震える。

　胸の内に幸福の嵐が渦巻くと同時に、すぐにこのぬくもりは失われてしまうのではと怖くなって、信悟は秀司の首にすがりついて顔を近づけた。怯えた顔でむさぼるように唇を求める信悟に、秀司は情熱的に応えた。

「んっ、ふ……ふぅ、んっ、んぅ……うぅっ、ふ」

　角度を変えて深く口腔をまさぐりあって、性急に服を脱ぎ棄て肌を重ねる。糸くずの一本すらも、触れ合う邪魔をさせたくなかった。キスをしながらソファに移動し、信悟は自ら横たわった。おおいかぶさる秀司の唇が信悟の肌を這いまわり、すべてを唇で確かめていく。

「ん、ぁ、ああっ、は……秀司、ぁ、あ」

　隆々とそびえる箇所を口に含まれ、チュクチュクと甘く吸われて、信悟は切なく啼いた。艶やかな声をもっと聴きたくて、秀司は口淫に集中する。

「ふ、ぁあっ、あん、あ、秀司……でる、あっ、から……んっ、ダメ」

「いい、飲みたい」

　低く流れた秀司の声に、信悟は官能の震えを覚えた。ブルッと腰を浮かせた信悟の情欲を、秀司はきつく吸い上げる。

「んぁっ、あ、ああ、あっ、は、あぁあああっ！」

　決壊した信悟の欠片を筒奥にあるものまで吸い上げて、秀司はゴクリと嚥下した。気配で察した信悟の肌が、羞恥で桃色に変化する。柔らかなまなざしで恥ずかしがる信悟を見つめる秀司の胸は、愛おしさでいっぱいだった。もっともっと、信悟を食べつくしてしまいたい。全身で彼を包み、味わい、己の証を刻みたい。

「信悟」

　熱っぽく呼んだ秀司の頬に、信悟の手が添えられる。信悟の手は顎を滑って鎖骨に落ちると、秀司の肩を押し上げた。体を離され、秀司はけげんに片目をすがめる。

「なんだよ」

「ちょっと、座って」

　はにかむ信悟をかわいいと思いながら、秀司はあぐらをかいた。彼の腰にそびえるものに視線を落とした信悟は、口を開いて力強く天を向いている熱を呑み込んだ。

「んっ、う」

「し、信悟」

　うろたえる秀司の声に目じりを赤らめ、信悟はたぎる欲望に舌を這わせた。口の中に収まりきらないこれが、自分の中に入ったことがあるなんて信じられない。興奮にめまいを覚えれば、秘孔がヒクヒクと物欲しそうにわなないた。

（これが、欲しい）

　うっとりと息を吐いた信悟は喉の奥も使って、秀司の肉欲をたっぷりと味わった。

「は……信悟」

「んっ、んっ、ふ……うむっ、ん、ぅうっ」

　うめく信悟の尻が揺れている。そこにぶち込みたいと、秀司はムラムラした。根元を扱かれ舌を這わされる獣欲は、爆発寸前になっている。

「っ、信悟」

　もう耐えられないと思った瞬間、タイミングを見計らったかのように強く吸われて、秀司は弾けた。

「くぅっ」

「ぐっ、う……んっ、んんっ」

　喉をしぶきに叩かれて、むせかけた信悟はなんとか咳を抑え込んだ。受け止めたものを一滴でも無駄にはしたくない。

（これは、秀司の一部なんだ）

　口内に独特の香りと奇妙な味が広がって、信悟は頬を持ち上げた。前に体を繋げた時は、気持ちがすれ違っていた。今回は、互いに想い合っていると理解しての行為だ。していることは同じであるのに、こんなにも違う官能が味わえるのかと感動しながら、信悟は口の中にとどめた秀司の欲液を手に出して指を濡らし、彼を受け止めたがっている箇所に触れた。

「うぇ、ちょ、信悟」

「んっ、はぁ……秀司」

　自らをほぐし始めた信悟に、秀司は目を丸くした。艶然とした信悟の表情に息を呑み、肩に甘えてくる髪に頬を擦りつける。

「は、ん、うう……ぅ、あ、はぁ」

　艶めいた吐息に、秀司の欲望は再び力を取り戻した。

（俺を、欲しがってんのか）

　ゾクゾクと心臓を震わせて、秀司は信悟の指の横から自分の指を押し込んだ。

「あっ！　秀司、ぅ、はぁ、あ、ぅん」

　信悟の首筋に軽く歯を立てて、秀司は己の埋まる箇所をたっぷりと愛撫した。快感のために指を動かせなくなった信悟の淫らな息にニヤリとして、彼の腰を抱き上げる。

「っ、あ、秀司」

「繋がりたい」

　秀司のささやきに胸をとどろかせて、信悟はうなずいた。腰を落とす信悟の双丘に、たくましくそびえる秀司の先端が挟まれる。秘孔が餌をねだる鯉の口みたいにパクパクと動いて、肉欲の先端をくすぐった。とろけた笑みで秀司は信悟にキスをして、彼の腰をグッと下ろした。

「ひっ、あ、あぁあ！」

　衝撃に仰け反った信悟の背中を支えて、秀司は激しく突き上げた。ガクガクと揺さぶられる信悟は、倒れないように秀司の首に腕を回して、自分からも欲しがった。

「ふ、ぁあっ、あん、は、はんっ、ぁ、ああ、秀司……っ、秀司ぃ」

　呼び声にキスで応えて、秀司は彼を押し倒し、心のままに信悟の内側をかき乱した。絡みつく媚肉が肉欲をさらに高めて奥へと導く。ひたすら無心に情欲を追い求め、汗を滲ませるふたりは荒い息を絡ませた。

「ふっ、んぅ、は、はんっ、は、ぁあ……っ、あ、んぁああっ！」

　猛然と揺さぶられ、信悟は高い悲鳴を上げた。体内が秀司の熱に支配され、頭の中まで快楽にかき乱される。

「ん、ふぁ、あ、ああっあ……はうぅっ、く、んぁ、秀司ぃ……くぁ、ん」

　秀司の情熱からあふれる先走りを含んだ媚肉が妖しくうごめき、怒張に絡みついて奥へと誘う。自分の反応に羞恥を覚えて、信悟は身をくねらせた。

「っは、ぁう、んぅうっ、秀司、ぁ、は、ぁううっ」

「すごく、熱いな……信悟のナカ……とろけちまう」

「ぁううっ、秀司……が、熱い、から、ぁあ……ひっ、んぁあ」

　とろけているのはこっちだと、信悟は喉を震わせた。肌のぶつかる音が響くほど強く突き上げられて、背をしならせる信悟の怒張は、ビクビクと震えながら欲の証をこぼした。

「んぁ、あっ、秀司……ふ、くぁ、あっ、ん……も、ぁあっ、ダメ……だ、ぁ」

　めくるめく悦楽のめまいに襲われ、信悟は絶頂を意識した。内側を擦られる快感が、甘い痺れとなって全身を包み込む。

「ん、信悟……もう少し、だから、一緒に……な？」

　息を乱した秀司の誘いに信悟の胸は歓喜に満たされ、破裂しそうに膨らんだ。

「は、ぁ……秀司、んっ、一緒に……あっ、欲しい……っ、秀司……ぃ、ああっ」

　淫靡な刺激に仰け反る信悟は、身もだえながら秀司を求めた。首筋をきつく吸われて鮮やかな痕をつけられる。もっともっと彼の印をつけてほしくて、秀司の頭を抱き寄せた。

「ふぁ、あっ、んぅうっ」

　肌を吸われるたびに、キュウンと後孔がわなないて秀司を締めつける。情熱の形をハッキリと意識した信悟の劣情から、とめどなく欲液が湧き上がった。うねる肉壁は秀司に絡んで、もっともっとと貪欲に求め続ける。浅ましいほどに淫らな蠕動を繰り返す信悟の内側は、秀司の高ぶりの液でたっぷりと濡れそぼった。

「んぁ、あっ、秀司……っ、ふ、ぁ、ああ……は、ぁあうう」

　滑りのよくなった秀司がさらに勇躍し、信悟はもう耐えられなくなった。

「っ、め……も、ダメ……っ、秀司、あ、僕、も……ぃ、くぅああああっ！」

　内壁の奥をえぐられた信悟が高く細い悲鳴を上げて、秀司の欲を絞り上げる。

「くっ、んぅ」

　うめいた秀司は欲しがる箇所に促され、情液を注ぎ与えた。

「は、ぁ」

　どちらともなく充足の吐息を漏らして、頬を重ねてキスをする。余韻に包まれた心は、ふわふわと浮かれていた。

　じんわりと奥に広がる秀司の熱にうっとりとして、信悟はつぶやいた。

「信じられない」

　うわごとのような信悟の声に、秀司が「ん？」と問い返す。

「秀司と、こんなことになるなんて」

　気だるさをまとった信悟の表情に色気を感じて、秀司は彼の唇に甘く噛みついた。

「こんなことって、ずいぶんな言い方だな」

　クスクス笑いながら唇を重ねて、体を動かせば繋がった箇所が擦れた。軽くうめいて、名残を惜しみながら体を離して起き上がる。

　改めて信悟を膝に抱きかかえた秀司は、彼の額にキスをしてささやいた。

「怒られるかと思った」

「何が？」

「仕事、断ったこと」

「あ……そうだ。だけど、それよりもずっと、こっちのほうが衝撃的すぎて」

「忘れてた？」

「うん。まあ、でも僕が、何を言っても変えるつもりはないんだろう？　リチャードも受け入れていたし」

　思い出して顔をしかめた信悟に、秀司は首をかしげた。

「どうした」

「いや。リチャードは、奥さんから聞いてわかっていたって言ったよね？」

「俺たちの気持ちは、見透かされていたってことか」

　ちょっと恥ずかしいなと、秀司は口元を手で隠した。

「そういうことなんだけど。きっともう、手配しなおしているんじゃないかと思って」

「俺が断った場合、誰をスカウトするか決めているってことか？」

　ううん、と信悟は小さくうなった。

「それもあるけど……まあ、これからだんだん、彼がどんな人なのかがわかってくると思うよ。おそらく、秀司は本社勤務になるはずだから」

「なんでだよ。俺、英語はできないぞ」

「僕のサポート役とかになるんじゃないかな。言葉の問題はあるけれど、僕が通訳をするし、前に秀司はリチャードに、翻訳アプリの話をしただろう？　あれを使えば仕事になると考えているのかもしれない。新しいことを試す、絶好のサンプルと思っているのかも」

「俺は実験材料か」

　納得顔の秀司に、呑気だなぁと信悟はあきれた。

（動じないというか、なんというか。だからこそ、安心できるんだ）

　彼と共にいれば大丈夫だと、信悟は秀司の肩にもたれかかった。甘えてくる信悟に目を柔らかく細めた秀司は、彼の髪を撫でて甘くとろけた声を出す。

「これからも、一緒にいられるな」

「ん……あ、そうだ。準備をしなくちゃ」

　はっ、と顔を上げた信悟が部屋を見回す。

「準備？」

「ここを引き払う手続きとかだよ。荷造りだって……借り主の名義を秀司に換えて、家具とかすべて残すつもりでいたんだ。だけど、一緒に行くってなったら家電とかの処分もしなくちゃいけないだろう」

　うーんとこめかみを掻いた秀司は、パンッと軽やかに信悟の尻を叩いた。

「もう遅いし、業者も閉まってんだろ。リチャードが、明日は休みでいいって言ってくれてんだし、朝になってからでいいんじゃないか？」

　言いながら信悟を抱き上げた秀司は、ニヤッといたずらっぽく歯を見せた。

「さっき、信じられないって言ったよな。信じるしかないってくらい、たっぷりと想いをぶつけてやるから、しっかり受け止めろよ」

「えっ」

　キョトンとした信悟は、運ばれる先が秀司の寝室であると気づいて、耳まで真っ赤になりながら、消え入りそうな声で「うん」と答えた。
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「秀司、そろそろ行くよ」

　呼びかけた信悟に、手を挙げて応えた秀司は見送りの面々に「それじゃあな」と明るく言って、背を向けた。

「人気者だね」

　自分とは大違いだと、秀司の出国を名残惜しむ人々の姿をながめた信悟の肩に、秀司の腕が絡む。

「嫉妬か？　心配すんなよ。俺は信悟のものだからさ」

「なっ！　そういう話をしているわけじゃないよ」

　見送りの人間が会社関係者のほかは誰もいない自分とは、ずいぶん違うなと人に好かれる秀司の特性をまぶしく感じる。

（こんな秀司だから、リチャードは引き抜こうと考えたんだ）

　そして、そんな秀司ならば新天地でもすぐに溶け込めるだろうと思った。大勢の人間に囲まれている彼の姿を想像し、ふっと暗いものをよぎらせた信悟の髪を、秀司はグシャグシャと乱暴にかき混ぜる。

「わっ、何」

「心配すんな。俺がいる」

　人付き合いが希薄な信悟は、怖がりなのだと知っている。気を遣って疲れてしまうから、人と離れていたがるのだ。だからこそ寂しがり屋でもあると、秀司は愛しさを満面に広げて決意する。

（俺が、守る）

　そして自分もまた、信悟の存在に心を支えられるのだ。

「ふたりとも、搭乗の時間だ」

　リチャードに呼ばれたふたりは、視線でキスをして心を繋ぎ、新たな世界へ飛び立った。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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